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「（仮）Ｋ２～シリアへ」小松由佳 氏

「（仮）山岳保険の現状と労山基金」

【講師紹介】フォトグラファー。1982 年秋田県生まれ。2006 年、世界第二の高峰 K2（8611m）に日本人
女性として初めて登頂。植村直己冒険賞受賞。次第に風土に生きる人間の暮らしに惹かれ、
草原や沙漠を旅しながらフォトグラファーを志す。2012 年からシリア内戦・難民をテーマ
に撮影。著書に『オリーブの丘へ続くシリアの小道で～ふるさとを失った難民たちの日々～』

（河出書房新社）。2019 年・2020 年の労山カレンダー写真選考責任者。

川嶋高志
（日本勤労者山岳連盟 事務局長）

2020 年 6 月 21 日（日）13：00 ～17：00　

会　場：神田明神ホール（東京都千代田区）

※同日 18：00 ～、ホテル東京ガーデンパレス（東京都文京区）にて記念レセプションを開催予定

♦申し込み方法は
　後日お知らせします



メコノプシス・インテグリフォリア・ソウリエ　
中国四川省、巴朗山峠　標高 4500m

　

中
国
人
に
と
っ
て
、
黄
色
は
高
貴
な
色
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
中
国
を
統
一
し
た
最
初
の
神
話
上
の
皇

帝
が
「
黄
帝
」
で
あ
り
、「
皇
帝
」
の
皇
は
中
国

語
で
は
ｈ
ｕ
ａ
ｎ
ｇ
（
ホ
ァ
ン
）
と
発
音
し
、
ま

た
黄
も
同
じ
ｈ
ｕ
ａ
ｎ
ｇ
と
発
音
す
る
か
ら
だ
。

こ
の
た
め
、
中
国
で
は
古
来
、
一
般
庶
民
が
黄
色

い
衣
服
を
着
す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
き
た
。
も
ち

ろ
ん
、
現
在
で
は
そ
う
し
た
禁
忌
は
な
く
な
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
街
を
歩
く
人
に
黄
色
い
服
を
着
て

い
る
人
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
そ
れ
は
、
今
の

中
国
人
に
と
っ
て
黄
色
は
ポ
ル
ノ
や
エ
ロ
を
意
味

す
る
色
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ブ
ー
タ
ン
で
は
２
種
の
黄
色
い
青
ケ
シ

を
見
た
が
、
中
国
で
も
黄
色
い
青
ケ
シ
は
数
種
あ

る
。
そ
の
代
表
種
の
一
つ
が
こ
の
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・

イ
ン
テ
グ
リ
フ
ォ
リ
ア
。
こ
の
種
に
は
亜
種
が
２

種
あ
り
、
こ
の
ソ
ウ
リ
エ
（
ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
ｉ
ｅ
ｉ
）

は
四
川
省
の
西
部
に
分
布
す
る
。
四
川
省
北
部
か

ら
甘
粛
省
に
か
け
て
分
布
す
る
基
準
種
の
Ｍ
・
イ

ン
テ
グ
リ
フ
ォ
リ
ア
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
や
や

小
柄
で
、
花
を
横
向
き
に
つ
け
る
（
基
準
種
で
は

花
は
上
を
向
く
）
点
で
区
別
で
き
る
。

　

後
に
有
名
な
青
ケ
シ
の
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
と

な
る
キ
ン
グ
ド
ン
＝
ウ
ォ
ー
ド
は
、
若
い
こ
ろ
上

海
で
教
職
に
つ
い
て
い
た
が
、
種
苗
商
会
か
ら
の

依
頼
で
、
本
種
の
種
子
を
採
集
す
る
た
め
こ
の
道

に
入
っ
た
と
い
う
い
わ
く
が
あ
る
。

写
真
・
文　

松
永
秀
和

─四川省編③─
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早
坂
直
樹 

ス
マ
イ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ク
ラ
ブ
／
道
央

「
氷
雪
入
門
（
ア
イ
ゼ
ン
・
ピ
ッ
ケ
ル

を
使
う
本
格
的
な
冬
山
登
山
）」「
山
ス

キ
ー
入
門
」「
ミ
ッ
ク
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
入
門
」「
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
入

門
」
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
ゲ
レ
ン

デ
に
よ
っ
て
は
岩
登
り
の
知
識
が
あ

れ
ば
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
要
素
が
高
い
も

の
で
あ
る
。
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｃ
で
は
、
初

心
者
で
も
積
極
的
に
受
講
し
て
も
ら

い
、
会
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
札
幌
で
は

　
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
身
近

　

Ｓ
・
Ｍ
・
Ｃ
は
札
幌
に
拠
点
を
置
く

山
岳
会
で
あ
る
。
札
幌
で
は
ア
イ
ス

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
身
近
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
で
、
極
寒
期
に
は
札
幌
中

心
部
か
ら
車
で
４０
分
走
っ
て
、
車
止

め
か
ら
１０
ｍ
の
場
所
で
ア
イ
ス
ク
ラ

　
積
極
的
に
受
講
し
て
も
ら
い
、

　
会
を
活
性
化

　

私
が
所
属
す
る
会
（
以
下
Ｓ
・
Ｍ
・

Ｃ
）
で
は
、冬
季
の
入
門
と
し
て
、「
冬

山
入
門
（
ス
ノ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
程
度
）」

ミッテルレギ小屋から夕陽を浴びるアイガーを望む 層雲峡「銀河の滝」1 ピッチ目の広い場所で入門講習。
基礎から教える
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駐
車
場
か
ら
石
狩
川
を
長
靴
で
渡
渉

し
、
４５
分
程
度
で
基
部
に
取
り
付
く

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
所
は
、
右

岸
側
は
傾
斜
が
緩
く
、
左
岸
側
は
傾

斜
が
き
つ
く
高
く
な
る
の
で
、
様
々

な
登
り
方
を
体
験
で
き
る
。

　

現
地
に
到
着
後
、
ま
ず
は
準
備
か

ら
始
ま
る
が
、
マ
イ
ナ
ス
１０
℃
で
行

う
た
め
手
を
冷
た
く
し
な
い
こ
と
か

ら
教
え
る
。
ギ
ア
類
の
装
着
中
の
素

手
は
厳
禁
だ
。
対
象
者
の
人
数
に
も

よ
る
が
、
ロ
ー
プ
２
～
３
本
を
ト
ッ

プ
ロ
ー
プ
で
セ
ッ
ト
す
る
。
登
る
時

の
基
本
姿
勢
・
初
歩
的
な
技
術
・
ビ

レ
イ
の
仕
方
を
学
ん
だ
後
に
、
実
際

に
登
る
。

　

特
に
、
ク
ラ
イ
マ
ー
は
、
滝
の
上

部
か
ら
の
自
然
落
氷
、
バ
イ
ル
を
抜

く
と
き
に
ハ
ン
マ
ー
や
ア
ッ
ズ
で
顔

面
を
打
た
な
い
こ
と
に
、
ビ
レ
イ
ヤ
ー

は
ク
ラ
イ
マ
ー
か
ら
の
落
氷
、
特
に

薄
氷
で
顔
を
切
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
に
注
意
を
し
て
も
ら
う
。
体
が

非
常
に
冷
え
る
の
で
、
ビ
レ
イ
中
は

ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
必
携
だ
。
車
が

見
え
る
位
置
で
入
門
を
行
う
の
で
、

日
没
ま
で
行
動
す
る
。

イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。

　

道
具
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
登
攀

道
具
と
防
寒
着
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

冬
用
登
山
靴
・
ア
イ
ス
バ
イ
ル
（
両

手
に
持
つ
手て

斧お
の

。
氷
に
刺
さ
る
方
は

ピ
ッ
ク
、
反
対
側
は
ハ
ン
マ
ー
か
ア
ッ

ズ
が
多
い
）・
ア
イ
ゼ
ン
（
氷
に
刺
さ

り
や
す
い
縦
爪
が
主
流
）・
ア
イ
ス
ス

ク
リ
ュ
ー
（
氷
に
ね
じ
込
み
プ
ロ
テ

ク
シ
ョ
ン
を
と
る
道
具
）
が
あ
れ
ば

楽
し
め
る
。

　
ま
ず
は
冬
山
の
危
険
、

　
技
術
や
道
具
を
机
上
学
習

　

Ｓ
・
Ｍ
・
Ｃ
の
冬
山
机
上
学
習
会

で
は
、
ま
ず
は
冬
山
の
危
険
を
学
ん

で
も
ら
う
。
技
術
的
な
こ
と
は
写
真

や
挿
絵
を
交
え
て
一
通
り
説
明
す
る

が
、
机
上
で
伝
え
る
の
は
難
し
い
の

で
、
実
地
で
詳
し
く
行
う
。
道
具
は
、

ウ
エ
ア
、
冬
用
登
山
靴
、
冬
の
三
種
の

神
器
（
ビ
ー
コ
ン
・
ゾ
ン
デ
棒
・
ス

コ
ッ
プ
）
に
関
し
て
は
、
全
て
の
ジ
ャ

ン
ル
で
共
通
す
る
の
で
、
特
徴
や
使

い
方
を
紹
介
す
る
。
ア
イ
ス
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
は
高
額
な
道
具
が
多
い
の
で
、

入
門
対
象
者
に
は
貸
し
出
し
を
し
て

い
る
。

　
駐
車
場
の
そ
ば
で
実
地
学
習

　

１
月
中
旬
に
北
海
道
の
ア
イ
ス
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
、
上
川
町
の
層

雲
峡
で
実
施
す
る
こ
と
が
多
い
。
層

雲
峡
に
は
多
く
の
滝
が
あ
る
が
、
入

門
は
「
銀
河
の
滝
」
１
ピ
ッ
チ
目
の

高
さ
１５
～
２５
ｍ
、
幅
３０
ｍ
の
氷
壁
で

行
う
こ
と
が
多
い
。「
銀
河
の
滝
」
は

層雲峡「パラグーフォール」は 30m あり、難易度は高い

北海道の主な
アイスクライミングエリア
北海道の三大アイスクライミングエリア
は、上川町層雲峡エリア、岩内町雷電海
岸エリア、網走市能取岬海岸エリアであ
る。札幌近郊では、札幌市定山渓エリア、
千歳市美笛地区、石狩市浜益区濃昼、石
狩市浜益区雄冬海岸エリアなどがある。
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地
球
温
暖
化
の
影
響
顕
著
な

四
国
・
石
鎚
山
系
の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
エ
リ
ア

太田正博 山の子／愛媛

　
最
近
の
石
鎚
山
系
の
ア
イ
ス
エ
リ
ア

　

標
高
８
０
０
ｍ
以
下
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
に
近

い
。
１
０
０
０
ｍ
か
ら
１
５
０
０
ｍ
で
は
寒
気

が
１
週
間
続
く
と
ア
イ
ス
が
発
達
す
る
が
、
ひ

と
た
び
雨
が
降
る
よ
う
な
温
か
い
日
が
あ
る
と
、

消
滅
か
危
険
な
状
態
と
な
る
。
標
高
１
６
０
０

ｍ
か
ら
１
９
０
０
ｍ
で
は
、
北
面
の
谷
、
ル
ン

ゼ
が
凍
結
し
ブ
ル
ー
ア
イ
ス
と
な
る
。
こ
ん
な

状
況
だ
か
ら
四
国
で
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

楽
し
む
ク
ラ
イ
マ
ー
は
減
少
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
の
ア
イ
ス
エ
リ
ア
と

開
拓
エ
リ
ア
を
紹
介
し
た
い
。

　
東
之
川
（
鉱
精
谷
）

　
標
高
１
２
０
０
～
１
３
０
０
ｍ　

瓶
ケ
森
登
山
口
か
ら
徒
歩
３
時
間

　

瓶
ケ
森
登
山
口
の
東
之
川
部
落
か
ら
幾
島
新

道
は
、
旧
道
が
川
沿
い
に
延
び
て
い
た
が
、
崩

壊
の
た
め
廃
道
。
廃
村
と
な
っ
た
部
落
に
か
か

る
橋
か
ら
、
瓶
ケ
森
新
道
を
登
る
こ
と
１
時
間

半
。
幾
島
新
道
の
分
岐
か
ら
下
降
し
、
台
ケ
森

谷
Ｆ
１
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
尾
根
に
上
が
り
、
ル

ン
ゼ
上
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
。
さ
ら
に
高
度
を
上

げ
る
と
岩
壁
基
部
に
坑
道
、
基
部
に
沿
っ
て
進

む
と
鉱
精
谷
Ｆ
１
で
あ
る
。
こ
こ
は
マ
ル
チ
ピ
ッ

チ
が
楽
し
め
る
。
高
さ
１
０
０
ｍ
。

東之川（鉱精谷）

　この 10 年間、日常の生活
や登山を通じて肌で感じる
ほど、温暖化が顕著である。
2018 年 7 月にはわが県も豪
雨による大災害に見舞われ
た。2019 年台風 15 号～ 19
号は中部、関東、東北に多
大な被害をもたらした。海
水の温度が上がり、台風の
勢力が巨大化して日本に押
し寄せているからだという。
　冬季の四国は暖かく生活
しやすいとのイメージがあ
るが、石鎚山系は標高 2000
ｍに近い山々が連なってい
る。中国山地に遮られて瀬
戸内海の平野部は少雪であ
るが、関門海峡、琵琶湖あ
たりからすり抜けた雪雲が
石鎚山系にぶつかり、多大
な降雪をもたらす。気温は
山頂部では -20℃にもなる
が、最近はまれである。

● 11 ページに続く

東之川

鉱精谷

瓶ヶ森エリア

瓶ヶ森

1896m
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西峰北稜 6000 ｍ付近の登攀

12

中
央
ア
ジ
ア
の
高
峰
〈
12
〉

ポ
ベ
ー
ダ（
上
）   

西
峰
北
稜
経
由
ル
ー
ト

　
天
山
山
脈
の
最
高
峰
は
？

　

天
山
南
麓
に
住
む
ウ
イ
グ
ル
族
は

昔
か
ら
一
帯
の
最
高
峰
を
ト
ム
ー
ル

／
テ
ミ
ー
ル
（
鉄
）
の
山
と
呼
ん
で

い
た
。
だ
が
北
西
か
ら
は
広
大
な
氷

雪
領
域
に
阻
ま
れ
て
容
易
に
近
づ
け

ず
、
遠
く
離
れ
た
地
か
ら
高
く
秀
麗

な
姿
を
望
見
で
き
る
ハ
ン
テ
ン
グ
リ

が
最
高
峰
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
２０
世
紀
に
入
っ
て
探
検
隊
・

登
山
隊
が
“
聖
域
”
に
入
り
込
み
始

め
る
に
し
た
が
い
、「
も
っ
と
高
い
山

が
南
方
あ
る
」
と
言
わ
れ
始
め
た
。

　

そ
の
確
定
は
１
９
４
３
年
、
ソ
連
軍

測
量
隊
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
ハ
ン
テ

ン
グ
リ
よ
り
４
０
０
ｍ
以
上
高
い
山

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
っ

た
。

　

第
２
次
大
戦
後
の
４６
年
、“
新
発
見
”

の
こ
の
山
の
命
名
に
当
た
っ
て
、
一

度
は
軍
測
量
技
師
峰
と
呼
称
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
も
の
の
、
対
ナ
チ
ス
戦

勝
を
記
念
し
て
勝
利
を
意
味
す
る
ポ

ベ
ー
ダ
と
命
名
さ
れ
た
。
一
方
、
仮

名
の
方
は
近
傍
の
６
８
７
３
ｍ
峰
に

授
け
ら
れ
た
（
※
）。
キ
ル
ギ
ス
独
立

後
は
同
じ
意
味
の
同
国
語
、
ジ
ェ
ン

ギ
ッ
シ
ュ
・
チ
ョ
ク
ス
が
正
式
名
だ

が
、
登
山
者
・
関
係
者
の
間
で
は
ポ

ベ
ー
ダ
で
通
っ
て
い
る
。

　

世
界
の
ト
ッ
プ
・
ア
ル
ピ
ニ
ス
ツ

が
精
強
と
認
め
る
ロ
シ
ア
や
カ
ザ
フ

の
ク
ラ
イ
マ
ー
か
ら
も
別
格
と
み
な

さ
れ
て
い
る
こ
の
山
は
、
固
定
ロ
ー
プ

が
欲
し
い
難
場
は
多
く
な
い
が
、
ル
ー

ト
の
長
大
さ
や
高
緯
度
に
あ
る
厳
し

い
７
０
０
０
ｍ
レ
ベ
ル
で
の
行
程
の

※「中部天山山脈東部」　Ｖ・Ｉ・ラツェク著『ソ連の五大高峰』から　宇佐美森吉訳（クライミングジャー
ナル 23 ～ 25 号所載〈1986 年　白山書房刊〉）参照
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長
さ
な
ど
、
ハ
ン
テ
ン
グ
リ
よ
り
数

段
高
い
総
合
力
を
備
え
て
い
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

初
登
頂
は
５６
年
に
ソ
連
の
英
雄
的

登
山
家
、
Ｖ
・
ア
バ
ラ
コ
フ
率
い
る
隊

に
よ
っ
て
頂
上
に
直
登
す
る
北
稜
か

ら
果
た
さ
れ
た
。
し
か
し
セ
ラ
ッ
ク

帯
か
ら
始
ま
り
急
斜
面
が
連
続
す
る

こ
の
ル
ー
ト
は
幕
営
地
の
得
に
く
さ
、

雪
崩
の
危
険
性
な
ど
か
ら
、
ラ
ッ
シ
ュ

で
登
れ
る
パ
ワ
ー
の
持
ち
主
以
外
に

は
恐
ら
く
不
向
き
で
、
そ
の
後
６１
年

に
Ｍ
・
シ
ビ
リ
隊
が
拓
い
た
バ
ー
ジ
ャ

プ
シ
ャ
ベ
ラ
（
ポ
ベ
ー
ダ
西
峰
）
の

北
稜
経
由
の
登
路
が
通
常
ル
ー
ト
化

し
た
。
た
だ
、
そ
の
遠
征
で
は
デ
ィ
ー

キ
ー
氷
河
側
か
ら
取
り
付
い
て
お
り
、

現
在
採
ら
れ
て
い
る
ズ
ベ
ズ
ド
ー
チ

カ
氷
河
側
か
ら
取
り
付
い
て
も
シ
ビ

リ
・
ル
ー
ト
と
呼
ん
で
よ
い
の
か
ど

う
か
不
明
な
の
で
、
こ
こ
で
は
副
題

の
名
で
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

　

筆
者
も
同
ル
ー
ト
か
ら
９０
年
に
西

峰
ま
で
、
翌
９１
年
に
主
峰
の
日
本
人

初
登
頂
を
果
た
し
た
。
い
ず
れ
も
高

所
登
山
学
校
と
し
て
高
峰
初
心
者
を

率
い
、
先
ず
ハ
ン
テ
ン
グ
リ
に
登
っ

て
７
０
０
０
ｍ
級
の
高
度
順
応
を
得

て
か
ら
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
で
ポ
ベ
ー
ダ

を
目
指
し
た
。

　

ポ
ベ
ー
ダ
だ
け
を
目
指
す
に
し
て

も
順
応
活
動
で
日
数
を
要
す
る
の
で
、

そ
の
分
を
ハ
ン
テ
ン
グ
リ
登
山
に
置

き
換
え
る
の
は
合
理
的
だ
と
思
う
が
、

ポ
ベ
ー
ダ
に
向
か

う
時
に
は
一
切
の

荷
を
担
い
で
の
出

発
に
な
る
。

　

ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ

で
の
所
要
日
数
は

天
候
に
恵
ま
れ
れ

ば
標
準
で
１
週
間

程
度
だ
が
、
９１
年

に
は
天
気
待
ち
を

ポベーダ北面
西峰北稜経由ルート

オベリスクオベリスク
のコルのコル

ディーキーディーキー
コルコル

バージャプシャベラバージャプシャベラ
69186918

ズベズドーチカ氷河ズベズドーチカ氷河

44004400

ポベーダポベーダ
74397439

ＢＣからＢＣから

北
　
稜

北
　
稜

至至  

デ
ィ
ー
キ
ー
氷
河

デ
ィ
ー
キ
ー
氷
河

ク氷河南イニリチェ

バヤンコル
5790 6145

6400

6350

6800

6814

6873

6700

7010
6371

6120

6050

ムラーモルナヤシチナ
（大理石壁峰）

プルジェバルスキー

チャパーエフ

ゴーリキー

ドゥルージバ峠

ドゥルージバ

ラパソフ
ボエンニエトポグラフィ

（軍測量技師峰）

シピーロフ
   　6201

アクタウ
　　6181

カーリタウ
　　    5450

ポベーダ東峰
ポベーダバージャプシャベラ

（ポベーダ西峰） 7049?7439

6918

ディーキー
         コル

6742

ネルー
5760

BC

シャテル

アジーンナツァチ

5816

デ
ィ
ー
キ
ー
氷
河

ズ
ベ
ズ
ド
ー
チ
カ
氷
河

BC

BC

セミョーノフ

ハンテングリ

北 　イ 　ニ 　リ　 チェ 　ク 　氷　 河

5437
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も
悩
ま
さ
れ
た
が
、
晴
天
が
少
な
く

低
温
続
き
だ
っ
た
９１
年
に
は
ク
レ
バ

ス
は
少
な
く
、
大
川
の
形
成
も
な
く
、

歩
行
は
む
し
ろ
楽
だ
っ
た
。

　

ズ
ベ
ズ
ド
ー
チ
カ
氷
河
本
流
が
大

き
く
左
に
カ
ー
ブ
し
て
い
く
辺
り
に

主
峰
の
北
稜
が
稜
と
言
う
よ
り
面
と

い
う
感
じ
で
幅
広
の
裾
を
落
と
し
て

い
る
の
が
近
づ
く
と
、
右
手
の
西
峰
北

ヒマラヤ襞
ひだ

が美しいゴーリキー峰
（南イニリチェク氷河から）

ズベズドーチカ氷河を離れて支氷河に取り付く

支氷河のアイスフォール帯

アイスフォールの登攀

C1 から望むハンテングリ 稜
下
部
デ
ィ
ー
キ
ー
コ
ル
方
向
か
ら

の
支
氷
河
出
合
と
な
り
、
そ
の
付
近

が
Ｃ
１（
４
４
０
０
ｍ
）地
点
と
な
る
。

　

こ
こ
か
ら
そ
の
支
氷
河
末
端
の
ア

イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯
を
固
定
ロ
ー
プ
３

ピ
ッ
チ
ほ
ど
で
抜
け
る
。

　

上
部
は
緩
急
混
じ
る
雪
壁
と
な
り
、

カ
ー
ル
状
雪
原
か
ら
雪
壁
を
登
り
き

れ
ば
Ｃ
２
と
な
る
デ
ィ
ー
キ
ー
コ
ル

（
５
２
０
０
ｍ
）
で
、
反
対

側
に
は
デ
ィ
ー
キ
ー
氷
河

が
見
下
ろ
せ
る
。

　

コ
ル
か
ら
雪
稜
を
た
ど

る
と
５
７
０
０
ｍ
の
Ｃ
３

地
だ
。

　

こ
こ
か
ら
ル
ー
ト
の
性

質
は
一
変
し
、
中
央
天
山

に
特
徴
的
な
大
理
石
層
混

じ
り
の
岩
稜
帯
と
な
り
、

お
お
む
ね
固
定
ロ
ー
プ
の

登
攀
に
な
る
。

　

Ｃ
４
は
６
０
０
０
ｍ
地

点
の
小
雪
田
か
、
庇ひ

さ
し
じ
ょ
う状

に

張
り
出
し
た
岩
の
陰
の
狭

い
場
所
（
６
４
０
０
ｍ
）

の
ど
ち
ら
か
と
な
ろ
う
。

（
次
号
に
続
く
）

考
慮
し
て
１２
日
分
を
背
負
っ
た
。

　

南
イ
ニ
リ
チ
ェ
ク
Ｂ
Ｃ
を
後
に
ズ

ベ
ズ
ド
ー
チ
カ
氷
河
右
岸
モ
レ
ー
ン

伝
い
に
ポ
ベ
ー
ダ
に
向
か
っ
て
出
発
。

　

徐
々
に
西
峰
北
稜
側
に
移
っ
て
行

く
。
前
に
も
書
い
た
よ
う
に
氷
河
の

様
相
は
年
に
よ
っ
て
差
異
が
大
き
い
。

９０
年
は
ク
レ
バ
ス
で
ズ
タ
ズ
タ
、
氷

河
表
面
は
融
氷
水
の
大
川
の
徒
渉
に
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冬
が
進
行
し
、
積
雪
が
増
え
て
く
る

と
、
森
の
中
の
餌
不
足
が
深
刻
化
し
て

く
る
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
ニ
ホ
ン
ヤ
マ

ネ
は
冬
眠
に
よ
っ
て
困
難
を
回
避
す
る

が
、
多
く
の
動
物
た
ち
は
厳
し
い
冬
も

活
動
を
続
け
る
。

　

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
深
く
積
も
っ
た

雪
を
掘
り
起
こ
し
て
ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ
や

ヒ
メ
ア
オ
キ
と
い
っ
た
低
木
の
葉
を
食

み
、
ト
ウ
ホ
ク
ノ
ウ
サ
ギ
は
秋
に
は
高

く
て
届
か
な
か
っ
た
位
置
に
生
え
る
冬

芽
を
か
じ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
ニ
ホ
ン

リ
ス
だ
け
は
、
冬
を
も
楽
し
む
か
の
よ

う
に
賢
く
貯
蔵
し
て
い
た
木
の
実
を
食

べ
て
い
る
。

　

野
鳥
た
ち
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ツ
グ
ミ

や
ヒ
ヨ
ド
リ
な
ど
比
較
的
体
の
大
き
な

鳥
は
、
ヤ
ド
リ
ギ
や
イ
イ
ギ
リ
な
ど
の

実
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
コ
ガ
ラ
と
い
っ
た
小
鳥

は
、
大
き
過
ぎ
る
実
は
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
だ
が
、
た
っ
た
一
種
だ
け

小
さ
な
実
が
た
わ
わ
に

実
っ
て
い
る
木
が
あ
る
。

ヌ
ル
デ
だ
。
林
道
沿
い
の

よ
う
な
陽
当
た
り
の
い
い
場
所
に
真
っ

先
に
入
り
込
む
木
で
、
様
々
な
野
鳥
た

ち
の
命
を
つ
な
い
で
く
れ
る
貴
重
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
は
笹
内
川
に
架
か
る
橋
の
上
に
積

も
っ
た
雪
に
穴
を
掘
り
（
姿
を
隠
す
意

味
が
あ
る
）、
三
脚
を
据
え
て
ヌ
ル
デ

に
集
ま
る
鳥
た
ち
を
撮
影
し
た
。
10
種

類
を
超
え
る
鳥
た
ち
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
や
っ
て
来
る
。
小
鳥
だ
け
で
な
く
、

キ
ツ
ツ
キ
の
よ
う
な
中
型
の
野
鳥
も
入

れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
見
ら
れ
た
。
釣

り
で
言
う
と
こ
ろ
の
入
れ
食
い
状
態
。

ど
の
鳥
を
撮
る
か
迷
う
ほ
ど
だ
。
雪
が

強
く
な
っ
て
も
、
食
べ
る
こ
と
に
夢
中

で
、
ま
る
で
気
に
す
る
様
子
は
な
い
。

写
真
は
ア
オ
ゲ
ラ
。
逆
さ
ま
に
な
っ
て

器
用
に
実
を
つ
い
ば
む
姿
が
愛
ら
し

か
っ
た
。

│第 29 回│

冬、ヌルデ、野鳥

8



C O N T E N T S
　

表
紙
の
木
版
画　

杉
山
修

　
「
富
士
、凜
と
」

　

大
気
が
澄
み
わ
た
っ
た
冬
の
早
朝
。

　

河
口
湖
か
ら
の
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
に
染
ま
る
富
士
。

　

そ
こ
に
静
か
に
存
在
し
、
私
達
を
見
つ
め
て
い
る
。

　

何
者
に
も
動
じ
な
い
。
気
高
く
、
凜
と
。

松永秀和

早坂直樹
太田正博

近藤和美

原田勇成

小林美智子
臼井邦徳
秋山一隆

酒井正裕

川上隆史

大蔵喜福

久保典子

安東仁志

吉永直樹

武井真理

山村勇
村松孝一

石原裕一郎

宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

鈴木かつ子・深草茂美

　笹原芳樹

01　連載　中国の青いケシ探訪記

02　冬は氷瀑
　　　スマイル・マウンテン・クラブの入門講座
　　　四国・石鎚山系のアイスクライミングエリア

05　連載　NO LIMIT　限りなき山行
08　連載　白神便り　
10　ふみあと  生と死は紙一重、少しでも命を守る努力を！  

11　冬は氷瀑
　　　冬の登山　脱水に注意 !?
　　　湯川渓谷
　　　日光・雲竜渓谷　氷瀑ハイク

15　新シリーズ　いまさら聞けない !? 雪崩対策

16　連載　山の文化遺産めぐり 下呂発温泉博物館　

18　連載　アドベンチャー・トラベル
20　全国女性交流集会 in 和歌山
22　第 48 回 北海道登山研究集会
24　安全登山技術講習会＆講演会 in 北九州市

25　連載　子づれ山さんぽ

26　JWAF CLICK
　　　北信越ブロックで交流登山 in 富山を開催
　　　マンガ　フゥフゥハァハァ

27　全国連盟の活動

28　専門委員会活動報告

30　えつらん室

33　新シリーズ　ネパール温泉紀行
34　連載  クイズ 地図読み迷人
36　ひと　廣本勝治さん

37　自慢の一枚　思い出の一枚 

38　地元会員特選ミニガイド　宝篋山（茨城） 

39　筑井孝子のちょっと絵をうまく描こう ／ あらかると  石井光造

40　連載  オススメ山道具 山の基本装備 ヘッドランプ 番外編　
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安全登山に必要なことⅥ
生と死は紙一重、少しでも命を守る努力を！

　

警
察
庁
の
発
表
に
よ
る
山
岳
遭

難
発
生
件
数
と
遭
難
者
数
は
昨
年

も
統
計
の
残
る
1
9
6
1
年
以
降

最
も
高
い
数
値
を
更
新
し
た
。
労

山
会
員
の
事
故
も
3
0
0
件
を
超

え
、
減
少
す
る
傾
向
に
は
な
い
。

　

傾
斜
の
あ
る
不
整
地
を
長
時
間

登
っ
た
り
降
り
た
り
す
る
登
山
に

は
、
高
度
な
運
動
神
経
と
忍
耐
力

が
必
要
と
な
る
。
歩
行
中
は
次
か

ら
次
へ
と
変
化
す
る
登
山
道
に
合

わ
せ
て
足
を
出
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
目
で
見
て
頭
で
判

断
し
、
全
身
に
動
き
を
指
令
し
、

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
長
時
間
移

動
を
続
け
る
活
動
が
登
山
で
あ
る
。

　

私
自
身
も
50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

椎
間
板
や
膝
の
半
月
板
を
痛
め
、

登
攀
を
終
え
て
下
山
し
て
い
る
と

き
な
ど
に
ふ
ら
つ
く
こ
と
も
あ
り
、

つ
く
づ
く
登
山
は
心
身
と
も
に
鍛

え
て
ベ
ス
ト
な
状
態
に
し
て
い
な

け
れ
ば
危
険
だ
と
実
感
し
て
い
る
。

　

下
降
中
に
体
勢
を
崩
し
て
倒
れ

れ
ば
高
い
確
率
で
怪
我
を
し
か
ね

な
い
。
登
山
道
に
は
畳
や
マ
ッ
ト

は
な
い
。
倒
れ
た
先
に
岩
が
あ
れ

ば
危
険
極
ま
り
な
い
。
頭
を
打
て

ば
命
に
関
わ
る
の
で
、
登
攀
後
の

下
山
中
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
て
い
る
。
今
年
は
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
Ｓ
Ｇ
基
準
作

成
委
員
に
も
選
出
さ
れ
た
の
で
、

少
し
で
も
死
亡
事
故
が
減
ら
せ
な

い
か
と
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

　

悲
惨
な
行
方
不
明
事
故
も
後
を

絶
た
な
い
。「
コ
コ
ヘ
リ
に
入
っ
て

い
れ
ば
」
と
残
念
に
思
う
ケ
ー
ス

も
多
い
。
最
新
の
機
種
は
ス
マ
ホ

で
も
探
査
で
き
る
。
若
く
て
も
脳

疾
患
や
心
疾
患
は
発
生
す
る
の
で
、

緊
急
時
に
自
分
の
位
置
を
探
し
て

も
ら
え
る
こ
と
は
重
要
だ
。
山
行

計
画
書
は
自
分
の
命
を
守
る
た
め

に
出
す
。

　

ロ
ー
プ
を
使
う
登
山
で
は
ほ
ん

の
少
し
の
失
敗
が
直
接
生
命
に
か

か
わ
る
。
最
新
の
器
具
を
使
い
こ

な
し
て
ほ
し
い
が
、
な
ぜ
新
し
く

な
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
機
能

が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
、
取
扱
説

明
書
を
熟
読
し
て
理
解
し
て
ほ
し

い
。
す
べ
て
の
技
術
や
道
具
に
は

長
所
と
短
所
が
あ
り
、
山
の
中
で

は
常
に
条
件
が
変
化
す
る
。
理
屈

や
理
論
を
十
分
に
分
か
っ
て
い
な

い
と
応
用
が
利
か
な
い
。

　

登
山
は
精
神
的
肉
体
的
に
激
し

い
活
動
だ
が
、
長
時
間
の
行
動
と

宿
泊
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

次
に
起
き
る
こ
と
を
頭
で
考
え
、

予
測
し
対
応
す
る
こ
と
も
非
常
に

重
要
だ
。
頭
脳
ゲ
ー
ム
の
要
素
が

あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
物
理

的
に
頭
を
守
る
と
同
時
に
脳
細
胞

も
鍛
え
て
お
こ
う
。

（川嶋高志／日本勤労者山岳連盟 事務局長）
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最近の石鎚山系の
アイスエリア

太田正博

　
加
茂
川
（
黒
川
谷
）

　
標
高
１
０
０
０
ｍ　

成
就
駅
か
ら
徒
歩
３０
分

　

石
鎚
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
を
利
用
し
、
下

谷
駅
か
ら
７
分
で
成
就
駅
に
降
り
立

つ
。
す
で
に
こ
の
駅
は
標
高
１
２
５
０

ｍ
。
先
に
は
成
就
社
、
石
鎚
山
へ
の

登
山
道
が
あ
る
。
そ
の
道
の
途
中
、

奥
前
神
寺
か
ら
石
鎚
ス
キ
ー
場
上
級

コ
ー
ス
リ
フ
ト
乗
り
場
を
横
目
に
管

理
道
を
下
る
。
鞍
部
か
ら
左
折
し
て

谷
へ
。
人
工
降
雪
機
の
た
め
の
貯
水

池
か
ら
さ
ら
に
管
理
道
を
下
る
と
二

股
に
な
る
。
谷
に
降
り
立
っ
た
と
こ

ろ
の
上
下
が
エ
リ
ア
と
な
る
。
上
部

ス
ラ
ブ
１０
ｍ
、
側
壁
６
ｍ
、
下
部
は

１２
ｍ
の
滝
が
結
氷
。

　
高
瀑
（
高
瀑
渓
谷
）

　
標
高
１
３
０
０
ｍ　

休
憩
所
か
ら
徒
歩
２
時
間
半

　

石
鎚
林
道
が
伸
び
て
い
る
が
、
現
在

ト
ン
ネ
ル
手
前
ま
で
乗
り
入
れ
可
能
。

積
雪
あ
れ
ば
困
難
。
ト
ン
ネ
ル
手
前

か
ら
休
憩
所
ま
で
徒
歩
６０
分
。
西
ノ

冠
岳
と
二
ノ
森
に
囲
ま
れ
て
い
る
四

国
で
は
名
瀑
の
ひ
と
つ
。
全
面
結
氷

す
る
が
、
近
年
上
部
の
張
り
が
悪
く

危
険
な
と
き
が
あ
る
。
気
温
・
上
部

の
日
照
に
注
意
。
高
さ
１
３
２
ｍ
。

　
瓶
ケ
森
　

　
標
高
１
６
０
０
ｍ　

登
山
口
か
ら
徒
歩
４
時
間

　

東
之
川
登
山
道
を
台
ケ
森
ま
で
登

り
つ
め
る
と
、
尾
根
か
ら
夏
道
の
ト

ラ
バ
ー
ス
道
と
な
る
笹
原
の
台
地
に

上
が
る
手
前
で
２
本
の
ル
ン
ゼ
が
結

氷
す
る
。（
略
図
は
4
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
大
永
山
（
新
居
浜
市
）

　
標
高
１
０
０
０
ｍ　

　

大
永
山
ト
ン
ネ
ル
の
北
面
。
鈴
尾

谷
の
上
部
。
ト
ン
ネ
ル
入
口
か
ら
ト

ラ
バ
ー
ス
す
る
こ
と
１５
分
。
ア
ク
セ

ス
良
し
。
ア
プ
ロ
ー
チ
は
積
雪
、
凍

結
に
注
意
。
高
さ
４５
ｍ
。

　

―
開
拓
を
待
つ
エ
リ
ア
―

　
西
ノ
冠
岳

　
標
高
１
７
０
０
ｍ　

石
鎚
林
道
休
憩
所
か
ら
徒
歩
３
時
間

　

西
ノ
冠
岳
１
８
９
４
ｍ
の
北
西
尾

根
と
西
壁
に
挟
ま
れ
た
北
面
。
西
冠

沢
最
上
部
。
約
６０
ｍ
バ
ー
チ
カ
ル
、

約
２０
ｍ
ス
ラ
ブ
。

　
石
鎚
山
北
面　

　
標
高
１
７
０
０
ｍ

　

石
鎚
山
北
壁
か
ら
は
４
つ
の
ル
ン

ゼ
が
御
塔
谷
に
集
結
し
て
い
る
。
そ

の
上
部
に
氷
瀑
が
観
ら
れ
る
。
１
ル

ン
ゼ
は
登
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

開
拓
は
こ
れ
か
ら
。

● 4 ページから続く

大永山トンネル（別子ライン）

高瀑（たかたる）

西冠岳西冠岳

成就成就

黒川谷黒川谷
下谷駅下谷駅

御塔谷御塔谷西冠沢西冠沢
高瀑高瀑 石鎚山石鎚山

ニノ森ニノ森

1894m1894m

1982m1982m

笹ヶ峰笹ヶ峰
新居浜市新居浜市1860m1860m

大氷山トンネル大氷山トンネル

西鈴尾谷川西鈴尾谷川
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冬
の
登
山  

脱
水
に
注
意
!?

国
際
山
岳
看
護
師
・
小
林
美
智
子

山
の
会
「
岳
樺
ク
ラ
ブ
」
／
千
葉

が
悪
く
な
り
、
疲
労
や
凍
傷
を
招
く

だ
け
で
な
く
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

の
原
因
に
も
な
り
う
る
。
特
に
タ
バ

コ
を
吸
う
方
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
る

作
用
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
だ
。

　
脱
水
予
防
の
た
め
の
水
分
補
給

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
意
識
し

て
定
期
的
に
水
分
補
給
を
す
る
こ
と

が
、
冬
山
を
健
康
的
に
楽
し
む
た
め

に
は
必
要
だ
。
人
は
食
事
の
時
に
食

品
と
飲
み
物
か
ら
水
分
必
要
量
の
多

く
を
摂
取
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

登
山
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
と
な
る

行
動
食
は
、
軽
量
化
や
日
持
ち
の
関

係
で
水
分
量
の
少
な
い
も
の
が
多
い
。

特
に
冬
は
、
水
分
が
多
い
と
凍
っ
た
り

　
冬
に
脱
水
す
る
？

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
冬
で

も
注
意
が
必
要
な
の
が
「
脱
水
」
で
あ

る
。
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
た

め
、
登
山
時
の
呼
気
や
皮
膚
か
ら
水

分
が
奪
わ
れ
る「
不ふ

感か
ん

蒸じ
ょ
う

泄せ
つ

」が
増
え
、

山
小
屋
や
テ
ン
ト
で
寝
て
い
る
間
に

も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
水
分
を
失
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
冬
山
の
寒
冷
な

環
境
下
で
は
水
分
が
欲
し
い
と
感
じ

難
い
こ
と
や
、
ト
イ
レ
を
心
配
し
て

水
分
を
控
え
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
こ

の
不
感
蒸
泄
の
増
加
と
水
分
摂
取
量

の
減
少
が
同
時
に
起
こ
る
た
め
、
冬

の
登
山
で
は
脱
水
に
陥
り
や
す
い
。

　

脱
水
状
態
で
登
山
を
続
け
る
と
、

血
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る
こ
と
で
循
環

冬の吾妻連峰

番外編

固
く
な
っ
た
り
し
て
食
べ

ら
れ
な
く
な
る
の
で
、
お

に
ぎ
り
（
水
分
量
約
６５
％
）

よ
り
パ
ン
（
水
分
量
約

３５
％
）
が
主
役
と
な
る
し
、

そ
の
他
シ
リ
ア
ル
バ
ー
や

ク
ッ
キ
ー
（
水
分
量
５
％
）

な
ど
食
品
か
ら
の
水
分
の

摂
取
は
あ
ま
り
期
待
で
き

な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

冬
の
登
山
で
も
飲
料
水
を

し
っ
か
り
飲
む
必
要
が
あ

る
。

　

私
の
オ
ス
ス
メ
行
動
食

は
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
や

ナ
ッ
ツ
（
水
分
量
１
～

５
％
）
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
け
で
な
く
、
汗
で
奪
わ
れ
た
ナ
ト

リ
ウ
ム
や
ミ
ネ
ラ
ル
も
補
給
で
き
、

併
せ
て
温
か
い
飲
み
物
を
一
緒
に
飲

め
ば
、
身
体
も
心
も
温
ま
る
。

　
冬
の
登
山
で
意
識
的
に

　
水
分
補
給
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
出
発
前
に
し
っ
か
り
水
分
（
５
０
０

㎖
以
上
）
を
摂と

る
。

・
休
憩
時
に
は
保
温
ポ
ッ
ト
の
温
か
い

飲
み
物
を
摂
る
。
保
温
ポ
ッ
ト
の
中

身
は
熱
す
ぎ
ず
、
ほ
ど
よ
く
飲
め
る

程
度
の
飲
み
物
に
す
る
。

・
山
小
屋
や
テ
ン
ト
に
着
い
た
ら
、
ま

ず
は
水
分
を
摂
る
。

・
夕
食
と
朝
食
時
に
は
水
分
を
た
っ
ぷ

り
摂
る
。

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
水
分
に
は
入
ら
な

い
。
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臼
井
邦
徳  

渓
嶺
会
／
東
京

状
態
が
良
け
れ
ば
、
氷
の
近
く
ま
で

車
で
入
れ
る
。
氷
柱
の
適
期
は
１
月

下
旬
か
ら
２
月
中
旬
と
か
な
り
短
く
、

非
常
に
混
む
こ
と
が
多
い
の
で
譲
り

　

湯
川
渓
谷
は
、
長
野
県
の
南
牧
村

と
小
海
町
の
境
付
近
に
あ
り
、
国
道

１
４
１
号
線
か
ら
「
灯
明
の
湯
」
の

看
板
を
目
印
に
山
側
に
入
る
。
道
の

白髪エリア

おすすめは白髪エリア

合
い
が
必
要
と
な

る
。

　

初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
楽
し
め

る
多
彩
な
ラ
イ
ン

が
あ
る
湯
川
の
氷

は
、
四
つ
の
エ
リ

ア
に
分
か
れ
て
い

る
。「
乱
菊
の
氷

柱
」
は
か
な
り
難

し
い
ム
ー
ブ
の
練

習
場
所
で
、
高
難

度
の
課
題
が
楽
し

め
る
。
氷
の
発
達

が
悪
い
と
き
が
多

い
。一
般
的
に
は
、

林
道
側
か
ら
側
面
を
下
り
、
灌か

ん

木ぼ
く

を

支
点
に
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
を
は
る
。

　
「
ミ
ク
ロ
ト
ワ
ン
ソ
ン
」
は
狭
い
。

　

お
す
す
め
は
「
白
髪
エ
リ
ア
」
の

右
岸
の
氷
。
向
か
っ
て
左
端
か
ら
巻

い
て
、
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
を
張
る
こ
と

が
で
き
る
。
初
～
中
級
者
向
き
。
リ
ー

ド
も
で
き
る
が
、
上
部
は
ド
ラ
イ
な

ら
ぬ
泥
ツ
ー
リ
ン
グ
に
な
る
こ
と
が

多
く
、
あ
ま
り
お
す
す
め
で
き
な
い
。

ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
の
ま
ま
片
手
で
ス
ク

リ
ュ
ー
を
捩ね

じ
込こ

ん
だ
り
、
は
ず
し

た
り
し
て
リ
ー
ド
や
フ
ォ
ロ
ー
の
練

習
に
最
適
だ
。
こ
こ
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
て
、
大
同
心
や
摩
利
支
天
の
大

滝
を
目
指
す
と
良
い
だ
ろ
う
。
左
岸

の
氷
は
ハ
ン
グ
か
ら
下
が
っ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、
か
な
り
難
し
い
課
題

を
提
供
し
て
く
れ
る
。

国道 141

灯明の湯
湯川

白髪エリア
ミクロトワンソン

乱菊エリア
八ヶ岳
カントリークラブ

小
海
線

佐久←
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日
光
・
雲
竜
渓
谷

氷
瀑
ハ
イ
ク秋

山
一
隆  

宇
都
宮
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
／
栃
木

ア
イ
ス
バ
ー
ン
と
な
っ
て
い
て
危
険

な
た
め
、
出
発
地
点
を
ず
っ
と
手
前

の
「
滝
尾
神
社
」
に
変
更
し
、
１２
本

爪
ア
イ
ゼ
ン
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
ス
ト
ッ

ク
を
装
備
し
、
林
道
歩
き
で
出
発
す

る
。

　
ア
プ
ロ
ー
チ
と
駐
車
場

　

雲
竜
渓
谷
は
、
観
光
客
で
賑
わ
う

「
日
光
東
照
宮
」
神
橋
の
下
を
流
れ
る

大
谷
川
か
ら
、
北
西
に
分
岐
し
た
稲

荷
川
の
上
流
約
７
㎞
の
地
点
に
あ
る
。

氷
瀑
が
最
も
大
き
く
美
し
い
１
月
下

旬
か
ら
２
月
上
旬
に
な
る
と
、
多
く

の
登
山
者
が
訪
れ
る
。
車
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
よ
い
の
で
、
登
山
口
の
「
林

道
ゲ
ー
ト
」
前
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

混
雑
し
、
置
き
場
に
困
る
ほ
ど
だ
。

　

山
行
日
は
２
０
１
９
年
２
月
３
日
、

「
林
道
ゲ
ー
ト
」
か
ら
２０
分
ほ
ど
手
前

の
「
資
材
置
き
場
駐
車
場
」
を
７
時

に
出
発
す
る
計
画
を
立
て
た
。
メ
ン

バ
ー
は
１２
名
。
が
、
当
日
、
林
道
が

凄味さえ感じる氷瀑群

何度も徒渉しながらすすむ「友知らず」の核心付近

　
ブ
ル
ー
ア
イ
ス
・

　
雲
竜
瀑
へ

　

７
時
半
に
「
林
道

ゲ
ー
ト
」
に
到
着
、

予
定
時
間
よ
り
遅
れ

て
い
た
た
め
、
登
り

の
ル
ー
ト
を
稲
荷

川
右
岸
の
林
道
歩
き

か
ら
、
左
岸
の
夏
道

ル
ー
ト
に
変
更
、
例

年
と
は
異
な
っ
て
雪

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

ア
イ
ゼ
ン
を
外
す
。

９
時
２０
分「
洞
門
岩
」

に
到
着
、
こ
れ
よ
り

沢
沿
い
の
歩
行
と
な
る
た
め
、
再
度

ア
イ
ゼ
ン
を
装
着
。
１０
時
４５
分
「
友

知
ら
ず
」
の
入
り
口
に
到
着
、
こ
こ

か
ら
美
し
い
氷
瀑
の
始
ま
り
な
の
だ

が
、
何
回
も
の
徒
渉
が
あ
り
、
安
全

を
確
認
し
な
が
ら
歩
行
す
る
。

　

１１
時
「
雲
竜
瀑
」
へ
の
登
山
道
取

り
付
き
地
点
に
到
着
。
例
年
で
は
雪

の
あ
る
急
登
を
登
っ
て
雲
竜
瀑
へ
向

か
う
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
雪
が
な
い
。

樹
木
の
根
に
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
を
取
ら

れ
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
、
１１
時
２０

分
に
全
員
が「
雲
竜
瀑
」直
下
に
到
着
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、「
雲
竜
瀑
」
直
下
で

の
楽
し
い
昼
食
を
済
ま
せ
た
後
、
無

事
下
山
し
帰
路
に
つ
い
た
。
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─
最
新
の
動
向
を
踏
ま
え
て
─

《

《
本
誌
・
酒
井
正
裕

①
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
に
必
要
な
道
具

　

雪
崩
対
策
は
雪
山
を
目
指
す
登
山

者
に
と
っ
て
避
け
て
通
れ
な
い
も
の

で
す
。
滅
多
や
た
ら
に
遭
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
年
登
っ
て
い

る
と
必
ず
遭
う
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
他
の
遭

難
と
比
べ
て
雪
崩
は
死
亡
確
率
が
高

く
、
い
っ
た
ん
遭
難
す
る
と
極
め
て

深
刻
な
事
態
に
陥
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

上
図
は
、
雪
崩
に
完
全

埋
没
し
た
人
の
生
存
確
率

を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ

の
図
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

埋
没
後
１０
～
１５
分
経
過
す

る
と
、
主
に
窒
息
に
よ
り

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す

る
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
雪
に
埋
ま
っ

た
遭
難
者
を
５
分
以
内
に

見
つ
け
出
し
、
５
～
１０
分

以
内
に
掘
り
出
し
て
呼
吸
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
救
出
時
間
が

限
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
メ
ン
バ
ー
で
救
出
に
当

た
る
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
前
提
と
し
て
、
雪
崩
ビ
ー
コ

ン
（
雪
崩
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
と
も
い

う
）、プ
ロ
ー
ブ
（
ゾ
ン
デ
）
及
び
シ
ャ

ベ
ル
を
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
携
帯

し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

し
か
し
、
特
に
ビ
ー
コ
ン
は
高
額

か
つ
多
種
多
様
で
、
買
う
際
に
困
っ

て
し
ま
う
と
い
う
人
が
大
半
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
道
具
を
購
入
す
る
際
の
留

意
事
項
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

◎
雪
崩
ビ
ー
コ
ン

　

ト
リ
プ
ル
ア
ン
テ
ナ
で
マ
ー
キ
ン

グ
機
能
を
有
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
古
い
ア
ナ
ロ
グ
ビ
ー
コ
ン

は
捜
索
時
の
障
害
と
な
る
た
め
、
そ

の
よ
う
な
機
種
を
使
用
し
て
い
る
人

は
即
刻
、
買
い
替
え
を
お
勧
め
し
ま

す
。

◎
プ
ロ
ー
ブ

　

多
雪
地
域
で
は
短
い
も
の
は
向
か

な
い
の
で
、
３
ｍ
（
以
上
）
の
長
さ

の
も
の
。

◎
シ
ャ
ベ
ル

　

ブ
レ
ー
ド
が
金
属
製
で
、
取
っ
手

は
握
り
や
す
い
Ｄ
型
の
も
の
。

　

ブ
レ
ー
ド
面
の
形
が
フ
ラ
ッ
ト
（
コ

ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
を
考
慮
）

か
つ
ブ
レ
ー
ド
の
肩
に
足
を
乗
せ
や

す
い
形
で
、
シ
ャ
フ
ト
は
長
さ
を
調

節
で
き
る
も
の
（
左
図
）。

　

ま
た
、
自
分
に
合
っ
た
サ
イ
ズ
・

重
さ
を
考
慮
し
、
大
き
か
っ
た
り
小

さ
か
っ
た
り
し
な
い
も
の
。

※
酒
井
編
集
委
員
は
、「
全
国
雪
崩
を
防
ぐ
た
め

の
講
習
会
」
の
講
師
で
す
。
本
稿
は
雪
崩
遭

難
対
策
の
基
本
を
紹
介
す
る
短
期
シ
リ
ー
ズ

で
す
（
全
４
回
を
予
定
）

出典
Overall survival curves 
for people completely buried in avalanches 
in Canada (n = 301) and Switzerland (n = 946) 
from Oct.1,1980,to Sept.30,2005
Haegeli Petal. CMAJ 2011;183:789-795

最適なシャベルを選ぼう
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温泉博物館は下呂温泉街の真ん中にあ温泉博物館は下呂温泉街の真ん中にあ
り、周りには共同浴場、足湯、土産品店、り、周りには共同浴場、足湯、土産品店、
スイーツ店等が集まっているスイーツ店等が集まっている

ガ
ス
で
、
次
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
該

当
す
る
も
の
。
①
温
度
が
２５
度
以
上

あ
る
。
②
含
有
固
形
成
分
が
１
ℓ
中

に
１
ｇ
以
上
あ
る
。
③
表
１
に
記
載

す
る
成
分
が
ど
れ
か
一
つ
以
上
あ
る
」

と
定
義
す
る
。

　

ま
た
、
温
泉
法
を
所
管
す
る
環
境

省
に
よ
る
温
泉
の
成
分
分
析
の
技
術

的
助
言
で
あ
る
鉱
泉
分
析
法
指
針
で

は
、「
温
泉
の
う
ち
治
療
の
目
的
に
供

し
う
る
も
の
を
療
養
泉
と
い
い
、
次

の
い
ず
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
も
の
。

①
温
度
が
２５
度
以
上
あ
る
。
②
含
有

登れる・語れる・書ける人に！

山の文化遺産めぐり
第31回　

下呂発温泉博物館

温泉知ってもっと楽しく

　

岐
阜
県
の
下
呂
温
泉
は
、
１０
万
年

前
に
噴
火
し
た
湯
ヶ
峰
（
標
高
１
０

６
７
ｍ
）
を
熱
源
と
す
る
火
山
性
温

泉
で
、
４０
年
ほ
ど
か
け
て
周
辺
の
天

水
（
雨
水
や
雪
水
）
が
温
め
ら
れ
、

飛
騨
川
の
河
原
に
温
泉
と
し
て
湧
出

し
て
い
る
。
下
呂
温
泉
街
で
２
０
０

４
年
に
開
館
し
た
当
館
は
、
温
泉
を

科
学
と
文
化
の
両
面
か
ら
紹
介
す
る

全
国
で
も
数
少
な
い
温
泉
の
専
門
博

物
館
で
あ
る
。

　

下
山
後
、
温
泉
に
立
ち
寄
る
登
山
者

は
多
い
と
思
う
。
入
浴
で
体
が
温
ま
っ

た
り
精
神
的
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た

り
と
い
っ
た
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
温

泉
で
実
感
で
き
る
。
一
方
、
温
泉
に

は
、
２
～
３
週
間
の
療
養
（
湯
治
や

病
院
で
の
温
泉
治
療
）
を
行
う
こ
と

で
得
ら
れ
る
効
能（
適
応
症
）が
あ
り
、

泉
質
別
と
共
通
に
分
け
ら
れ
る
。

　
温
泉
と
は
？

　
そ
の
効
能
を
知
る
に
は
泉
質
が
鍵 

　

温
泉
の
保
護
と
利
用
に
つ
い
て
定

め
た
温
泉
法
は
、
温
泉
を
「
地
中
か

ら
湧
出
す
る
温
水
、
鉱
水
、
水
蒸
気
、

川上隆史  下呂発温泉博物館 館長

  

〈〈表表 11〉〉  

  

成  分 
含有量 
（1kg中） 

成  分 
含有量 
（1kg中） 

遊離二酸化炭素 250㎎以上 バリウムイオン 5㎎以上 

総鉄イオン 10㎎以上 マンガンイオン 10㎎以上 

水素イオン 1㎎以上 臭化物イオン 5㎎以上 

よう化物イオン 1㎎以上 ふっ化物イオン 2㎎以上 

総硫黄 1㎎以上 ひ酸水素イオン 1.3㎎以上 

ラドン 74ベクレル以上 メタ亜ひ酸 1㎎以上 

ラジウム塩 1億分の 1㎎以上 メタほう酸 5㎎以上 

リチウムイオン 1㎎以上 メタけい酸 50㎎以上 

ストロンチウムイオン 10㎎以上 炭酸水素ナトリウム 340㎎以上 

 

〈〈表表 22〉〉  

  

成  分 含有量（1kg中） 

遊離二酸化炭素 1,000㎎以上 

総鉄イオン 20㎎以上 

水素イオン 1㎎以上 

よう化物イオン 10㎎以上 

総硫黄 2㎎以上 

ラドン 111ベクレル以上 

 

〈〈表表 33〉〉 

 

掲示用泉質 浴  用 

単純温泉 自律神経不安定症、不眠症、うつ状態 
塩化物泉 きりきず、末梢循環障害、冷え性、うつ状態、皮膚乾燥症 

炭酸水素塩泉 きりきず、末梢循環障害、冷え性、皮膚乾燥症 
硫酸塩泉 塩化物泉に同じ 

二酸化炭素泉 きりきず、末梢循環障害、冷え性、自律神経不安定症 
含鉄泉 （飲用に効能あり） 
酸性泉 アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬、耐糖能異常（糖尿病）、表皮化膿症 

含よう素泉 （飲用に効能あり） 

硫黄泉 
アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬、慢性湿疹、表皮化膿症（硫化水素型
については、末梢循環障害を加える） 

放射能泉 高尿酸血症（痛風）、関節リウマチ、強直性脊椎炎など 
 

噴 気 塔 の 模 型
（ 富 山 県 地 獄 谷
温 泉 ）。 噴 気 塔
は、 火 山 性 ガ ス
の析出物が積も
り、 長 い 年 月 を
かけてタワー状
になったもの

展示室にある脱衣箱風の温泉辞典。泉質、効能、泉質別主な温
泉地、実物温泉などを紹介している。ここは見逃さないで！

表 1　 温泉に認定される成分と含有量（温泉 1kg 中）
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含よう素泉 （飲用に効能あり） 

硫黄泉 
アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬、慢性湿疹、表皮化膿症（硫化水素型
については、末梢循環障害を加える） 

放射能泉 高尿酸血症（痛風）、関節リウマチ、強直性脊椎炎など 
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適応症（浴用）

・
療
養
泉
①
に
該
当
＝
単
純
温
泉

・
②
に
該
当
＝
陽
イ
オ
ン
の
主
成
分
‐

陰
イ
オ
ン
の
主
成
分
で
標
記
（
例
え

ば
ナ
ト
リ
ウ
ム
‐
塩
化
物
泉
）

・
③
に
該
当
＝
該
当
成
分
に
よ
り
標
記

（
例
え
ば
硫
黄
泉
）

　

以
上
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る

療
養
泉
も
多
く
、
実
際
の
泉
質
は
８０

種
類
以
上
に
な
る
が
、
温
泉
施
設
な

ど
で
の
提
示
に
は
１０
種
類
が
用
い
ら

れ
る
（
表
３
参
照
）。

　
温
泉
は
ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
る
？

　

下
呂
温
泉
は
「
火
山
性
」
と
先
述

し
た
が
、
温
泉
が
で
き
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
次
の
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

・
火
山
性
…
天
水
が
地
下
に
浸
透
し
、

そ
の
水
が
、
マ
グ
マ
だ
ま
り
（
※
１
）

か
ら
上
昇
し
て
き
た
色
々
な
成
分
を

含
ん
だ
熱
水
、
水
蒸
気
、
ガ
ス
で
熱

せ
ら
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ら
が
様
々
に

混
入
し
て
で
き
る
。

・
非
火
山
性
…
何
万
年
も
か
け
て
地
下

深
く
浸
透
し
た
天
水
（
深
層
地
下
水
）

や
、
太
古
の
地
殻
変
動
で
堆
積
層
の

隙
間
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
海
水
（
化

石
海
水
）
が
、
マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ

た
高
温
岩
体
や
地
熱
（
※
２
）
で
温
め

ら
れ
て
で
き
る
。
深
層
地
下
水
、
あ

る
い
は
現
在
の
海
水
が
、
化
石
海
水

に
混
入
し
て
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

１
９
８
８
年
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

で
掘
ら
れ
た
温
泉
に
多
い
。

・
有
馬
型
（
熱
水
性
）
…
マ
グ
マ
生
成

深
度
よ
り
も
浅
い
所
（
地
下
８０
㎞
あ

た
り
）
で
し
ぼ
り
出
さ
れ
た
熱
水
が
、

マ
グ
マ
を
作
る
こ
と
な
く
、
た
ま
た

ま
大
陸
プ
レ
ー
ト
に
で
き
て
い
た
断

層
や
亀
裂
を
通
っ
て
上
昇
し
、
地
下

水
を
混
入
し
た
り
し
て
で
き
る
。
近

く
に
火
山
が
な
い
の
に
高
温
の
温
泉

と
い
う
場
合
が
多
く
、
有
馬
、
白
浜
、

住　所：岐阜県下呂市湯之島 543-2
電　話：0576-25-3400
開　館：9：00 ～ 17：00
入館料：大人 400 円、小人 200 円
休　館：木曜日（木曜日が祝祭日の場合は営業）

下呂発温泉博物館 道
後
温
泉
な
ど
が
代
表
例
。

・
植
物
由
来
…
太
古
か
ら
堆
積
し
た
植

物
の
炭
化
す
る
際
の
発
酵
熱
と
地
熱

で
、
泥
炭
や
亜
炭
層
の
水
が
温
め
ら

れ
て
で
き
る
。
モ
ー
ル
泉
と
呼
ば
れ
、

飴あ
め

色い
ろ

～
コ
ー
ラ
色
を
呈
す
る
。
例
え

ば
、
蒲
田
温
泉
（
東
京
都
大
田
区
）、

十
勝
川
温
泉
な
ど
。

　

以
上
、
温
泉
の
科
学
の
入
り
口
を

紹
介
し
た
。
こ
の
よ
う
に
温
泉
は
大

自
然
の
産
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
長

い
年
月
を
か
け
て
培
わ
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
も
有
す
る
。
再
度
、
機
会

を
い
た
だ
け
た
ら
そ
れ
ら
も
記
し
た

い
。

※ 1　日本の太平洋側では、海洋プレートが大陸プレートの下に潜り込
んでいる。その摩擦による圧力と熱によって、地下 100 ㎞付近で、
海洋プレートや乗っている堆積岩から熱水が搾り出され、その熱
水が大陸プレートのかんらん岩を溶かしてマグマができる。マグ
マは上昇して、地下 10 ㎞付近で「マグマだまり」を作る。

※ 2　地中の温度は、地下 100 ｍごとに 3 ～ 6℃上昇する。ただし、地
下 200 ㎞を超えると、1 ㎞で 1℃程度上昇する。これを地温勾配
または地下増温率という。

固
形
成
分
が
１
ℓ
中
に
１
ｇ
以
上
あ

る
。
③
表
２
に
記
載
す
る
成
分
が
ど

れ
か
一
つ
以
上
あ
る
」
と
規
定
し
て

お
り
、
療
養
泉
は
、
含
ま
れ
て
い
る

化
学
成
分
の
種
類
と
含
有
量
に
よ
り
、

世
界
共
通
の
泉
質
名
が
付
け
ら
れ
る
。

温泉成分が付着して詰まってしまった温泉管

表 2　療養泉に認定される
成分と含有量（温泉 1kg 中）表 3　泉質別適応症（※）

※共通の適応症には、リウ
マチ、腰痛、神経痛、五十
肩、胃腸機能低下、冷え性、
痔痛などがある
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に
滑
り
落
ち
た
。
何
と
か
止
め
ね
ば

と
、
両
手
両
足
を
広
げ
雪
面
を
搔か

き

毟む
し

っ
た
。
数
十
メ
ー
ト
ル
も
足あ

掻が

い

た
後
、身
ご
ろ
に
抱
え
た
小
椋
の
ザ
ッ

ク
が
腰
下
に
雪
を
集
め
、
私
を
止
め

て
く
れ
た
。

　

５０
ｍ
も
落
ち
た
だ
ろ
う
か
？　

同

時
に
“
私
の
名
を
叫
ぶ
声
”
が
聞
こ

え
た
。
身
体
は
す
で
に
登
り
返
し
に

か
か
っ
て
い
た
。
雪
は
意
外
に
柔
ら

か
く
、
滑
落
し
た
溝
を
遮
二
無
二
登

る
と
、
彼
は
横
た
わ
っ
て
い
た
。
ひ

と
り
残
さ
れ
、
転
が
っ
た
ま
ま
天
を

仰
い
で
い
た
。
ア
イ
ゼ
ン
で
蹴
飛
ば

す
と
声
を
出
し
た
。
ほ
っ
と
す
る
と

同
時
に
聞
い
た
。「
俺
の
名
を
呼
ん

だ
？
？
」
…
「
声
な
ん
て
出
な
い
よ
」

と
弱
弱
し
い
。“
天
の
声
”
だ
っ
た
の

か
!?　正

気
に
戻
っ
た
私
は
、
ま
ず
雪

ま
み
れ
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

を
確
認
、
ア
ン
テ
ナ
が
折
れ
て
い
た
。

小
椋
は
「
も
う
誰
の
声
も
聞
こ
え
な

い
…
あ
と
5
分
も
す
れ
ば
、
こ
の
ま

ま
死
ぬ
…
」
と
思
っ
た
と
言
っ
た
。

テ
ン
ト
に
は
医
療
用
酸
素
シ
リ

ン
ダ
ー
が
あ
る
。
何
と
か
こ

の
状
態
を
回
避
で
き
る
？　

今
井
隊

長
か
ら
は
終
始
、檄げ

き

が
飛
ん
で
く
る
。

　
「
少
し
ず
つ
で
い
い
か
ら
…
休
ま

ず
…
歩
い
て
く
だ
さ
～
い
。
二
人
で

一
緒
に
下
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

雑
音
交
じ
り
の
声
は
、
も
は
や
聞

く
だ
け
！　

薄
暮
の
中
、
操
ら
れ
る

よ
う
に
リ
ッ
ジ
を
じ
り
じ
り
と
下
り

始
め
た
。
悲
壮
感
は
全
く
な
く
、
か

と
言
っ
て
助
か
る
と
い
う
確
信
も
な

く
、
機
械
の
よ
う
に
歩
き
、
夢
遊
病

者
の
よ
う
に
“
安
心
の
声
”
を
聞
い

て
い
た
。
ザ
ッ
ク
を
背
と
胸
両
面
に

担
ぎ
、
左
手
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
と

バ
イ
ル
、
右
手
で
小
椋
の
手
を
引
い

た
。
疲
労
の
色
が
濃
く
な
っ
た
私
の

動
き
は
鈍
い
。
突
然
、
身
体
が
浮
い

た
。

　

足
元
が
見
え
ず
、
ア
イ
ゼ
ン
を

引
っ
か
け
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
と

わ
か
っ
た
。
斜
面
は
さ
ほ
ど
で
は
な

い
よ
う
に
思
え
た
が
、
一
気
に
加
速

度
が
付
き
、
岩
の
隙
間
を
ぬ
う
よ
う

73

ダウラギリⅡ〜Ⅲ〜Ⅴ峰縦走ダウラギリⅡ〜Ⅲ〜Ⅴ峰縦走
命を救った隊長のトランシーバー指令 命を救った隊長のトランシーバー指令 ─その3──その3─

　元より戻る気はさらさらなかったが、土壇場での隊長指令、縦　元より戻る気はさらさらなかったが、土壇場での隊長指令、縦
走“GO”の判断は嬉しかった。直接の声は聞けなかったが、私走“GO”の判断は嬉しかった。直接の声は聞けなかったが、私
には不安や恐怖は全くなく、前進のみ、心身ともに身軽になった。には不安や恐怖は全くなく、前進のみ、心身ともに身軽になった。
唯登ることが、これほど気分がいいとは。でも、二度のⅤ峰への唯登ることが、これほど気分がいいとは。でも、二度のⅤ峰への
登頂、さらに頂上での幕泊、そして縦走へ。体力の減退は否めな登頂、さらに頂上での幕泊、そして縦走へ。体力の減退は否めな
かった。装備の落下、紛失に始まり、次から次にかった。装備の落下、紛失に始まり、次から次に些些

ささ

細細
さいさい

なミスが目なミスが目
立ってくる。そして、Ⅲ峰を登り切っての出来事、相棒小椋の高立ってくる。そして、Ⅲ峰を登り切っての出来事、相棒小椋の高
度障害。助けるという意志は、ただ一緒にずり下がり、這いあが度障害。助けるという意志は、ただ一緒にずり下がり、這いあが
る単純作業に変わった。Ⅱ峰アタックキャンプに着くことだけをる単純作業に変わった。Ⅱ峰アタックキャンプに着くことだけを
念頭に置いて、前進のみであった。念頭に置いて、前進のみであった。

BC に戻って隊長に迎えられる。初め
て大粒の涙があふれた。1979 年 10
月 17 日
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音
信
不
通
だ
っ
た
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
が
鳴
っ
た
。
焼
け
た
テ

ン
ト
で
身
を
寄
せ
合
う
二
人
に
と
っ

て
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
は
唯
一
Ｂ
Ｃ

と
の
命
綱
。
幸
運
の
ア
ン
テ
ナ
を
付

け
替
え
、
隊
長
に
連
絡
す
る
。

　
「
テ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
た
…
」

　

小
椋
の
様
態
を
聞
い
て
き
た
。
彼

は
声
を
振
り
絞
っ
て
、何
事
も
な
か
っ

た
よ
う
に
応
じ
た
。

　
「
ご
め
ん
な
さ
い
ね
、
迷
惑
を
か
け

ま
し
た
…
」

　
「
大
蔵
君
、
小
椋
君
…
良
か
っ
た
で

す
。
良
か
っ
た
で
す
。
テ
ン
ト
に
着

い
た
ん
で
す
ね
…
も
う
一
度
テ
ン
ト

に
着
い
た
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
「
小
椋
が
重
い
も
の
で
…
ザ
ッ
ク
を

ふ
た
つ
背
負
っ
て
、
リ
ッ
ジ
か
ら
落

ち
た
…
ザ
ッ
ク
を
デ
ポ
し
た
、
や
っ

と
着
い
た
テ
ン
ト
を
燃
や
し
た
…
」

　

矢
継
ぎ
早
に
報
告
。
す
べ
て
の
テ

ン
ト
か
ら
歓
声
と
感
涙
が
混
じ
る
声

援
が
飛
び
交
う
が
、
私
に
は
通
話
の

距
離
感
と
物
理
的
乖か

い

離り

が
、
何
と
も

別
世
界
の
出
来
事
の
よ
う
に
思
え
た
。

　

Ⅱ
峰
の
連
中
は
、
我
々
の
縦
走
を

無
視
し
、
自
分
た
ち
を
優
先
し
た
。

だ
が
、
疲
弊
し
て
い
る
私
た
ち
は
逆

に
恨
み
は
湧
か
ず
、
テ
ン
ト
に
着
い

た
こ
と
だ
け
で
安あ

ん

堵ど

し
た
。
少
量
の

酸
素
で
小
椋
も
回
復
の
兆
し
が
見
え

て
き
た
。
し
か
し
、
マ
ッ
ト
も
な
い

寝
袋
も
な
い
、
食
べ
物
も
な
い
。
と

り
あ
え
ず
飲
み
水
を
作
ろ
う
と
、
ス

ト
ー
ブ
ケ
ー
ス
を
ク
ッ
カ
ー
に
し
て

ス
ト
ー
ブ
に
点
火
、
と
こ
ろ
が
ま
た

も
や
不
運
。
バ
ー
ナ
ー
部
と
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
の
接
続
部
の
Ｏ
リ
ン
グ
が
寒

さ
で
硬
化
、
付
け
根
か
ら
ガ
ス
が
漏

れ
一
気
に
火
柱
が
あ
が
る
。
私
の
パ

ン
ツ
を
焦
が
し
、
一
瞬
に
し
て
ナ
イ

ロ
ン
の
テ
ン
ト
は
半
焼
し
た
。
燃
え

な
が
ら
ポ
タ
ポ
タ
と
融
け
落
ち
る
様

を
茫ぼ

う

然ぜ
ん

と
見
送
り
、「
寒
い
か
ら
当
た

れ
や
！
」
…
全
焼
も
ボ
ヤ
も
こ
の
高

さ
で
は
同
じ
こ
と
、
着
の
み
着
の
ま

ま
７
５
５
０
ｍ
、
命
は
天
に
任
せ
る

し
か
な
い
。時
折
強
烈
な
風
雪
が
我
々

を
襲
う
。
防
ぐ
も
の
は
何
も
な
く
晒さ

ら

さ
れ
る
ま
ま
で
あ
る
。

負
担
に
な
っ
て
き
た
。
Ⅲ
峰
直
下
の

目
立
つ
岩
場
に
二
つ
と
も
デ
ポ
（
翌

日
登
り
直
し
て
回
収
し
た
）
し
、
空

身
と
な
っ
た
。
破
棄
す
る
気
持
ち
は

な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
も
悲
壮
感

は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
何
し
ろ
テ
ン

ト
へ
！　ゆら

り
ゆ
ら
下
っ
た
。
ボ
ー
と

下
り
始
め
る
と
、
幻
想
に
襲

わ
れ
た
。
冬
の
北
八
ッ
林
道
を
歩
い

て
い
る
錯
覚
だ
っ
た
。
か
ろ
う
じ
て

の
薄
明
り
、
視
野
の
利
か
な

い
中
、
小
椋
が
テ
ン
ト
を
見

つ
け
た
。
Ⅱ
峰
の
連
中
が
担

ぎ
上
げ
て
い
る
だ
ろ
う
食
糧

と
酸
素
に
期
待
し
た
。
だ
が
、

テ
ン
ト
の
中
は
空
だ
っ
た
。

３
本
上
げ
た
酸
素
シ
リ
ン

ダ
ー
は
２
本
空
、
残
り
の
１

本
に
１５
気
圧
残
る
の
み
。
他

は
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
１
と
ガ
ス

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
２
個
、
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
の
予
備
ア
ン
テ

ナ
１
本
、
め
ぼ
し
い
も
の
は

そ
の
程
度
。

星
が
輝
き
、
闇
が
迫
っ
て
き
た
。
白

い
雪
の
山
肌
は
ぼ
ん
や
り
と
Ⅱ
峰
の

頂
上
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
た
。

　

ふ
た
り
で
し
っ
か
り
手
を
握
り

合
っ
て
、
再
び
這
う
よ
う
に
下
っ
た
。

　
「
手
を
離
す
と
俺
は
死
ぬ
…
」

　

彼
は
呪
文
の
よ
う
に
つ
ぶ
や
き
続

け
た
。置
き
去
り
に
さ
れ
る
恐
怖
だ
っ

た
。
ビ
バ
ー
ク
も
考
え
た
が
、
小
椋

が
危
険
だ
、
何
と
し
て
も
テ
ン
ト
へ

…
。
前
後
の
ザ
ッ
ク
が
だ
ん
だ
ん
と

交差縦走成功の後、BC で寄せ書きした隊員全員のサイン入
りフラッグ

先月号の本文（19 ページ 21・34 行目 起座呼吸）を以下の通り訂正します。（正）跪坐呼吸　19



　全国女性交流集会（全国連
盟・全国女性委員会主催）が
10 月 26 日（土）～ 27 日（日）
の二日間、和歌山県連主管で
開催された。2017 年にひら
かれた第 8 回女性と登山全
国集会から 2 年ぶりの全国
集会である。会場は和歌山県
の名勝地・紀三井寺から歩い
て 10 分ほどで行ける静かな
温泉街の宿で、会場としては
申し分のないところだった。
　参加者は、北は岩手県、南
は長崎県の 17 都府県地方連
盟から 1 日目が 112 名、二
日間で延べ約 200 名弱の参
加であった。

久保典子／全国女性委員長

　

初
日
は
、
冒
頭
で
浦
添
全
国
連
盟

理
事
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
和
歌
山
県

連
盟
に
対
し
て
主
管
を
引
き
受
け
て

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
た
だ
い
た
こ

と
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
次
に
、
近
畿

地
方
協
議
会
を
代
表
し
て
兵
庫
県
連

盟
の
喜
多
会
長
、
大
阪
府
連
盟
の
園

理
事
長
の
参
加
を
紹
介
し
た
。
参
加

者
に
は
、
安
全
登
山
、
登
山
文
化
を

次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
、
全
国
労

山
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
自
由
闊か

っ

達た
つ

に
語
り
、
議
論
を
重
ね
て
ほ
し
い
と

呼
び
か
け
た
。
続
い
て
、
和
歌
山
県

連
の
山
下
会
長
が
開
催
を
歓
迎
し
た

い
と
結
ん
だ
。
締
め
く
く
り
に
、
久

保
女
性
委
員
長
が
「『
女
性
と
登
山
』

現
在
・
過
去
・
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
」

と
の
基
調
報
告
を
行
っ
た
。

　

講
演
「
登
山
で
輝
く
女
性
た
ち
」

　

登
山
が
体
に
及
ぼ
す
効
果
を
説
明

　

豊
田
ふ
み
よ
さ
ん
（
奈
良
県
立
医
科

大
学
准
教
授
、
奈
良
労
山
会
員
）
に
よ

る
「
登
山
で
輝
く
女
性
た
ち
・
登
山

が
も
た
ら
す
生
理
効
果
」
と
題
し
た

講
演
は
、
科
学
的
な
見
地
か
ら
登
山

が
体
に
及
ぼ
す
効
果
・
影
響
を
説
明

す
る
内
容
だ
っ
た
。
話
し
方
・
伝
え
方
・

教
え
方
が
上
手
で
、
ス
ラ
イ
ド
を
効

果
的
に
駆
使
し
、
聴
講
者
の
反
応
を

感
じ
て
話
を
組
み
立
て
る
な
ど
、
理

解
し
や
す
い
語
り
口
の
講
演
だ
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
女
性
と
し
て
と

て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」「
パ
ワ
フ
ル

で
元
気
が
出
た
。
科
学
的
な
知
識
も

大
切
と
感
じ
た
」
な
ど
、
非
常
に
感

慨
深
い
話
だ
っ
た
と
の
感
想
が
聞
か

れ
た
。

　

輝
く
笑
顔
で
活
動
を
語
る

　

各
都
県
の
代
表
者

　

岩
手
県
連
盟
か
ら
村
上
明
枝
さ
ん
、

栃
木
県
連
盟
の
赤
間
淑
江
さ
ん
、
都

連
盟
の
岸
田
ま
さ
子
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
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れ
の
報
告
内
容
に
共
通
す
る
特
徴
は
、

２
年
前
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回
全
国

集
会
で
刺
激
を
受
け
、「
何
か
や
ら
な

く
て
は
。
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」と
、

所
属
会
や
県
連
、
地
方
協
議
会
等
に

女
性
組
織
を
立
ち
上
げ
、
組
織
的
に

動
き
始
め
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

一
方
、
兵
庫
県
連
盟
の
山
本
美
雪

さ
ん
は
、
２
０
１
９
年
に
８
０
０
０

ｍ
峰
３
座
を
登
頂
し
て
い
る
方
だ
が
、

「
こ
の
集
会
の
参
加
者
の
状
況
を
く
み

取
っ
て
、
高
所
登
山
に
挑
む
場
合
の

安
全
の
確
保
と
い
う
立
場
で
報
告
を

行
い
た
い
」
と
、
低
山
・
高
山
に
共

通
す
る
安
全
山
行
に
つ
い
て
の
発
表

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
和
歌
山
県
連
盟
か
ら
は
登

山
道
で
事
故
が
起
き
た
ら
と
い
う
設

講演は豊田ふみよさん

分科会の様子

登山道で事故が起きた場合の対応をロール・プレイングで学習

定
の
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ
ン
グ
が
行
わ

れ
た
。

　

そ
の
後
の
夕
食
・
交
流
会
で
は
、
和

歌
山
県
連
の
田
口
理
事
長
に
乾
杯
の

音
頭
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
加
え
て
、

ミ
カ
ン
、
ビ
ー
ル
、
お
酒
な
ど
た
く

さ
ん
の
差
し
入
れ
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
情
報
交
換
を
す
る
な
ど
、
話
が

い
つ
ま
で
も
尽
き
る
こ
と
な
く
続
い

た
夜
だ
っ
た
。

　

二
日
目
は
分
科
会
で
の
討
議

　

翌
日
は
朝
か
ら
、
女
性
と
登
山
に
つ

い
て
、「
登
山
に
お
け
る
女
性
の
課
題

（
自
立
、
ト
イ
レ
問
題
等
）」「
新
し
い

登
山
形
態
は
？
」「
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
」
と
三
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
討
議
し
た
。
終
了
後
、
各
分

科
会
か
ら
の
報
告
を
し
、
和
歌
山
県

連
田
口
理
事
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で

締
め
く
く
っ
た
。

　

多
数
参
加
し
た
和
歌
山
県
連
盟
参

加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
長
崎
、

岩
手
と
遠
方
よ
り
和
歌
山
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
各
会
の
活
動
報
告
に
耳

を
傾
け
、
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、
参

加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
」「
府
県
を
越

え
た
横
の
つ
な
が
り
が
、
世
界
を
広

げ
て
く
れ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し

ま
し
た
」「
初
め
て
参
加
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
山
に
対
す
る
熱
気
に
感
動

し
ま
し
た
」「
全
国
の
活
動
が
わ
か
る

大
切
な
集
会
で
、
ず
っ
と
続
け
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
あ
り
、
集

会
参
加
へ
の
喜
び
が
感
じ
ら
れ
た
。
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北
海
道
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
会
員

と
市
民
が
一
堂
に
会
し
、
登
山
の
普

及
と
登
山
文
化
の
発
展
を
発
信
し
よ

う
と
い
う
登
山
研
究
集
会
が
、
札
幌
市

教
育
文
化
会
館
に
て
１１
月
９
日
～
１０

日
に
開
催
さ
れ
た
。
参
加
は
、
記
念

講
演
会
１
４
８
名
、
分
科
会
２
２
４

名
（
第
１
分
科
会
７３
名
、
第
２
分
科

会
６２
名
、 

第
３
分
科
会
４０
名
、 

第
４
分

科
会
４９
名
）
で
あ
る
。

　
記
念
講
演
会

　

成
瀬
陽
一
氏
に
「
俺
は
沢
ヤ
だ
!!
～

世
界
の
渓
谷
を
攀よ

じ

じ
る
～
」
と
題
し
て

講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
成
瀬
氏

は
落
差
３
２
０
ｍ
と
い
う
日
本
最
大

の
称
名
滝
の
登
攀
で
知
ら
れ
て
い
る
。

各
地
の
渓
谷
を
攀
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

な
か
で
も
四
国
の
石
鎚
山
系
北
面
高

瀑
（
タ
カ
タ
ル
）
落
差
１
３
２
ｍ
に

つ
い
て
は
、
佐
藤
祐
介
氏
と
と
も
に

登
攀
し
、「
ク
ラ
ッ
ク
も
形
成
さ
れ

な
い
大
滝
を
グ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
で
ビ

レ
イ
点
も
含
め
て
ボ
ル
ト
を
一
切
使

用
せ
ず
に
、
し
か
も
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
で
初
登
で
き
た
こ
と
は
、
自

分
に
と
っ
て
画
期
的
な
登
攀
だ
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

　

台
湾
の
渓
谷
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と

や
、
中
国
（
福
建
省
、
雲
南
省
、
四

川
省
）、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
タ
ス
マ
ニ

ア
島
、
カ
ウ
ア
イ
島
、
そ
し
て
レ
ユ

ニ
オ
ン
島
な
ど
の
渓
谷
を
紹
介
し
な

が
ら
、「
沢
登
り
と
い
う
登
山
形
態
が

世
界
の
渓
谷
で
通
用
す
る
か
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
渓
谷
も
攀
じ
り
た
い
」
と
語
っ

て
い
た
。
世
界
の
中
で
日
本
の
国
土

は
０
・
３
％
、
ゆ
え
に
海
外
の
山
に

９９
・
７
％
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
、
と
。「
沢
登
り
は
ス
ポ
ー
ツ
で
は

な
く
、
む
し
ろ
信
仰
の
一
種
で
あ
り
、

渓
谷
と
は
、
立
ち
向
か
い
克
服
す
る

対
象
物
で
は
な
く
、
自
分
を
受
け
止

め
て
く
れ
る
大
い
な
る
存
在
そ
の
も

の
」
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
第
１
分
科
会
　
登
山
文
化
部
門

　

午
前
の
部
は
、
酪
農
学
園
大
学
准

教
授
山
口
太
一
研
究
チ
ー
ム
と
北
海

道
文
教
大
学
講
師
佐
々
木
将
太
研
究

チ
ー
ム
に
よ
る
、「
や
ま
ご
は
ん
熟
考

―
運
動
生
理
学
と
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

か
ら
や
ま
ご
は
ん
を
考
え
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
始
ま
っ
た
。 

　

３
大
栄
養
素
（
糖
質
、
脂
質
と
た

ん
ぱ
く
質
）
の
特
色
が
説
明
さ
れ
た
。

脂
質
は
蓄
え
ら
れ
て
い
る
が
糖
質
は

蓄
え
ら
れ
な
い
、
脂
質
の
利
用
に
は
糖

沢ヤ・成瀬氏の講演と 4つの分科会で開催

安東仁志
道央地区連盟 登山文化委員長

全体集会

使っていない装備を必要とする人に

ゆずるバザール展の一角を設けた
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れ
た
。
ま
た
、会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、

山
行
中
の
病
気
、
体
調
不
良
に
よ
る

遭
難
事
故
も
起
き
て
お
り
、
計
画
書

の
項
目
に
、
病
気
や
体
調
、
既
往
症

な
ど
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
南
日
高
ト
ヨ
ニ
岳

の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
１
件
と
、
利
尻
山

南
稜
に
お
け
る
低
体
温
症
等
に
よ
る

遭
難
の
事
故
報
告
が
あ
っ
た
。

　
第
３
分
科
会
　
海
外
登
山
部
門

　
「
そ
う
だ
ネ
パ
ー
ル
に
行
こ
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
札
幌
北
稜
ク
ラ
ブ

の
鈴
木
雄
大
氏
が
、
稲
門
山
岳
会
（
早

稲
田
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
）
に
参
加
し

て
初
登
頂
し
た
、
ネ
パ
ー
ル　

ラ
ジ
ョ

ダ
ダ
の
発
表
を
行
っ
た
。
ガ
イ
ド
レ

ス
、
ポ
ー
タ
ー
レ
ス
の
こ
の
登
山
に

つ
い
て
、
炊
事
機
器
は
ジ
ェ
ッ
ト
ボ

イ
ル
の
み
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
使
用

や
、
ゲ
ー
ム
機
器
を
使
っ
た
停
滞
日

の
過
ご
し
方
な
ど
が
話
さ
れ
た
。
こ

の
ほ
か
、
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
、
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
撮
影
の
発
表
も
あ
っ
た
。

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
、
標
高
の

質
が
着
火
剤
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

運
動
を
継
続
す
る
と
糖
質
（
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
）
が
少
な
く
な
り
、
疲ひ

労ろ
う

困こ
ん

憊ぱ
い

す
る
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
切
れ
に
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
必
要
な
こ
と
な
ど
。

次
に
、
山
め
し
レ
シ
ピ
集
１０
作
品
の

提
案
が
あ
っ
た
。

　

午
後
の
部
は
、
札
幌
整
形
循
環
器

病
院
整
形
外
科
部
長
の
葛
城
良
成
氏

に
よ
る
「
登
山
中
の
四
肢
体
幹
の
骨

関
節
外
傷
や
創
傷
を
ど
う
す
る
か
？
」

と
い
う
講
演
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
歴
５７
年

の
葛
城
氏
に
よ
る
応
急
措
置
（
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド
）
の
お
話
は
臨
場
感
が

あ
っ
た
。
創
傷
の
応
急
処
置
に
お
い

て
は
、
出
血
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
感

染
症
発
症
リ
ス
ク
軽
減
が
ポ
イ
ン
ト

だ
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
第
２
分
科
会
　
遭
難
対
策
部
門

　

午
前
中
は
「
山
岳
団
体
に
お
け
る

山
行
管
理
に
つ
い
て
」
が
メ
イ
ン
テ
ー

マ
。
道
央
地
区
連
盟
前
理
事
長
の
松

浦
孝
之
氏
か
ら
、「
山
行
管
理
は
何

の
た
め
～
安
全
担
保
と
リ
ス
ク
軽
減
、

そ
し
て
山
行
支
援
～
」
と
い
う
視
点

か
ら
、
山
行
計
画
書
の
役
割
や
目
的
、

承
認
審
査
に
必
要
な
要
素
の
ほ
か
、

管
理
で
な
く
「
支
援
」
と
捉
え
る
考

え
方
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
３
つ
の
山
岳
会
か
ら
山

行
規
定
と
現
状
の
発
表
が
あ
っ
た
。

特
に
、
会
員
外
と
の
個
人
山
行
に
つ

い
て
、
そ
の
受
付
、
承
認
、
責
任
体

制
な
ど
に
お
い
て
は
、
差
異
が
見
ら

れ
た
。
山
行
規
定
を
統
一
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
出
さ

第 1 分科会の様子

低
い
外
国
の
山
に
登
山
に
行
く
会
員

が
多
く
な
り
、
登
山
の
多
様
化
が
進

ん
で
い
る
。

　
第
４
分
科
会
　
自
然
保
護
部
門

　
「
ヒ
グ
マ
の
生
態
と
対
策
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
環
境
保
全
事
務
所
の
早
稲

田
宏
一
氏
に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

ヒ
グ
マ
は
、
１
日
で
軽
く
３０
㎞
は
歩

く
こ
と
、
ど
ん
ぐ
り
や
山
ぶ
ど
う
な

ど
が
豊
作
の
年
は
冬
眠
が
遅
く
な
る

が
不
作
の
年
は
さ
っ
さ
と
冬
眠
に
入

る
こ
と
、
冬
眠
中
は
半
覚
半
睡
状
態

で
あ
る
こ
と
、
交
尾
は
６
月
頃
に
す

る
が
冬
眠
中
に
５
０
０
ｇ
く
ら
い
の

子
を
出
産
す
る
こ
と
、
正
常
な
ヒ
グ

マ
は
人
間
の
気
配
を
察
す
る
と
姿
を

隠
す
こ
と
、
子
連
れ
の
母
グ
マ
に
は

近
づ
か
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
時
は
、
背
中

を
向
け
て
走
っ
て
逃
げ
る
と
必
ず
追

い
か
け
ら
れ
る
た
め
、
勇
気
を
持
っ

て
対た

い

峙じ

す
る
こ
と
だ
と
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
注
意
点
に
登
山
者
は
食
べ
残

し
を
捨
て
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
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2019 年 11 月 9 日（土）
場所：北九州市八幡東区
の皿倉山（午前の部は国
見岩、午後の部はビジ
ターセンター）
内容：（午前）懸垂下降
中でのトラブル対策、ク
ライミングにおける確保
の基本・（午後）山岳事
故統計概況や事例報告
参加：35 名

 

福
岡
県
連
で
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た

が
、
全
国
連
盟
事
務
局
長
の
川
嶋
さ

ん
を
講
師
と
す
る
安
全
登
山
講
習
会

を
開
催
し
た
。
経
緯
は
、
恒
例
の
海

外
登
山
講
座
を
今
年
は
北
九
州
地
区

で
開
催
す
る
こ
と
に
決
め
て
準
備
に

入
り
、
登
壇
者
と
し
て
川
嶋
さ
ん
へ

依
頼
。
前
日
に
講
習
会
を
と
い
う
提

案
に
同
意
い
た
だ
き
、
実
現
し
た
。

　

午
前
の
国
見
岩
で
の
講
習
は
、
岩

場
に
ロ
ー
プ
を
張
り
、
ビ
レ
イ
や
登

り
返
し
の
技
術
や
器
具
の
正
し
い
理

解
と
使
い
方
を
中
心
に
実
技
を
行
っ

た
。
参
加
者
は
ロ
ー
プ
や
ビ
レ
イ
器

を
持
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
取
扱
説

明
書
を
細
部
ま
で
読
ま
ず
使
用
し
て

い
る
方
も
お
り
、
各
器
具
の
正
し
い

理
解
に
説
明
書
の
重
要
性
を
感
じ
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
ロ
ー
プ
の

操
作
な
ど
「
な
ぜ
そ
う
す
る
の
か
？
」

を
体
験
的
に
学
び
な
が
ら
考
え
る
大

切
さ
を
実
感
で
き
た
講
習
だ
っ
た
。

　

午
後
の
講
演
は
、
ま
ず
警
察
庁
発

表
の
山
岳
遭
難
概
況
か
ら
入
り
、
労

山
で
の
事
故
統
計
（
２
０
０
４
年
か

ら
１５
年
間
）
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
警
察
庁
統
計

で
一
番
多
い
道
迷
い
の
事
故
は
労
山

で
は
と
て
も
少
な
い
１
・
４
％
（
７６
名
）

だ
が
、
こ
の
う
ち
死
亡
さ
れ
た
の
が

６
名
と
死
亡
確
率
が
高
く
、
さ
ら
に
、

そ
の
６
名
は
す
べ
て
女
性
だ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
最
近
の
事
故
と
し
て
、

昨
年
の
Ｇ
Ｗ
に
新
潟
の
五
頭
連
峰
で

遭
難
さ
れ
た
親
子
の
事
故
を
当
時
の

Ｔ
Ｖ
放
送
映
像
を
見
な
が
ら
、「
な

ぜ
？
」
と
の
話
題
を
投
げ
か
け
ら
れ

た
。
携
帯
電
話
が
通
じ
て
い
た
早
い

段
階
で
の
救
助
要
請
が
な
ぜ
な
さ
れ

な
か
っ
た
か
、
ま
だ
ま
だ
山
の
遭
難

や
登
山
の
文
化
が
社
会
の
中
で
よ
く

理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
本
質
の

原
因
。
そ
こ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、

私
た
ち
労
山
組
織
と
し
て
活
動
す
る

意
味
が
あ
る
と
の
話
を
い
た
だ
き
講

演
が
終
了
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
遭
難
は
誰
で
も

起
こ
り
う
る
と
身
近
に
感
じ
た
／
登

山
届
、
報
告
の
大
切
さ
が
改
め
て
理
解

で
き
た
／
時
間
を
感
じ
さ
せ
ず
、
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
／

単
独
登
山
は
避
け
た
い
と
思
っ
た
／

１
１
０
番
、
１
１
９
番
通
報
に
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
は
い
け
な
い
／
山
岳
遭
難
は
迷

惑
を
か
け
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。

山
を
登
っ
て
い
る
人
は
カ
ッ
コ
イ
イ

と
思
え
る
世
の
中
、
日
本
に
し
た
い

と
思
う
／
全
国
連
盟
本
部
の
事
務
局

長
の
話
を
直
接
聞
け
て
良
か
っ
た
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
気
付
き
を
得
ら
れ

た
よ
う
だ
。
講
習
会
を
や
っ
て
良
か
っ

た
と
思
う
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
ヒ
ン
ト
と
な
る
一
日
だ
っ
た
。

吉永直樹　福岡県勤労者山岳連盟 理事長
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カモシカスポーツ

　

こ
ど
も
２
人
連
れ
と
な
っ
た

ス
キ
ー
行
は
は
た
し
て
ど
う
な

る
の
か
。

　

七
瀬
０
歳
の
冬
に
も
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る
、
白
樺
湖
畔
の

「
池
の
平
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
」
へ
、

泊
ま
り
が
け
で
行
っ
て
み
る
こ

と
に
。
印
象
的
な
メ
ロ
デ
ィ
の

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
お
な
じ
み
の
「
池

の
平
ホ
テ
ル
」
は
、
冬
に
な
る
と
ホ
テ
ル

敷
地
が
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
に
変
身
。
こ
の

宿
は
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
の
宿
」（
※
）

認
定
。
そ
ん
な
宿
に
併
設
の
ス
キ
ー
場

も
、
乳
幼
児
に
や
さ
し
い
。
リ
フ
ト
、
ス

キ
ー
レ
ン
タ
ル
、
こ
ど
も
遊
び
場
入
場
料

が
無
料
な
ど
、
い
ろ
ん
な
特
典
を
受
け
ら

れ
る
お
得
な
宿
泊
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　

七
瀬
も
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
レ
ン
タ
ル

し
て
、
ゲ
レ
ン
デ
に
出
て
み
ま
し
た
。

　

基
本
の
動
き
も
何
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

と
り
あ
え
ず
、
夫
の
ス
ノ
ボ
の
技
量
だ

け
を
頼
り
に
、
ス
ノ
ボ
を
装
着
し
た
七

瀬
を
後
ろ
で
夫
が
支
え
て
滑
っ
て
い
き

ま
し
た
が
、
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ス
ノ
ボ
で
移
動
す
る
こ
と
の
経
験
も
な

け
れ
ば
、
そ
の
感
覚
も
全
く
わ
か
っ
て

い
な
い
３
歳
児
、
夫
が
少
し
で
も
手
を

離
す
と
、
脱
力
し
て
し
ま
い
、
支
え
る

の
に
緊
張
の
連
続
。

　

し
か
し
、
こ
の
ゲ
レ
ン
デ
は
距
離
も

短
く
、
傾
斜
も
ゆ
る
や
か
な
初
級
コ
ー

ス
の
み
な
の
で
、
休
み
休
み
少
し
ず
つ

下
に
降
り
て
き
て
何
と
か
な
り
ま
し
た
。

が
、
安
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ど
も

用
ゲ
レ
ン
デ
で
基
礎
を
練
習
す
べ
き
所

で
す
が
、
夫
は
今
後
の
こ
ど
も
へ
の
教

え
方
、
使
う
用
具
を
考
え
る
上
で
は
良

い
経
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

１
回
の
滑
走
で
、
七
瀬
も
夫
も
疲
れ

て
し
ま
い
、
そ
の
後
は
こ
ど
も
向
き
の

雪
上
の
遊
び
場
「
ポ
タ
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
」

で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
ゲ
レ
ン
デ
を
滑

る
以
外
に
も
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
あ

る
の
で
、
親
が
ス
キ
ー
未
経
験
～
初
心

者
で
も
、
こ
ど
も
を
雪
遊
び
に
連
れ
て

行
き
や
す
い
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

　

峻
は
抱
っ
こ
ひ
も
利
用
で
抱
っ
こ
や

お
ん
ぶ
さ
れ
、
振
り
回
さ
れ
ま
し
た
。

峻
を
お
ん
ぶ
で
リ
フ
ト
に
乗
る
と
、
驚

い
た
の
は
「
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
」
の
腕
章

を
貸
し
て
も
ら
え
た
こ
と
で
す
。
こ
の

腕
章
の
お
か
げ
で
、
リ
フ
ト
の
ス
ピ
ー

ド
ダ
ウ
ン
や
、
リ
フ
ト
の
乗
降
を
手
伝
っ

て
も
ら
え
た
り
し
ま
し
た
。

2019 年 2 月
長野県北佐久郡立科町
白樺高原
池の平スノーパーク
七瀬 3 歳 7 カ月
 峻   0 歳 7 カ月

武井真理

できるかな？
できるかな？

　　　行ってみよう！

　　　行ってみよう！

スノーボードを装着し、何とかスノーボードを装着し、何とか
下まで降りてきたふたり下まで降りてきたふたり

夫は下の子をおんぶしながら、スキー夫は下の子をおんぶしながら、スキー
用品を運ぶ（※別のスキー場での写用品を運ぶ（※別のスキー場での写
真です）真です）

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

フェニックス「スノーブーツ」は、フェニックス「スノーブーツ」は、
ベルクロ式で履き口がガバっと開ベルクロ式で履き口がガバっと開
き、こども自身も履きやすいタイプき、こども自身も履きやすいタイプ

vol.31

「ポタスノーランド」ミニ動「ポタスノーランド」ミニ動
物園で動物と触れ合ったり、物園で動物と触れ合ったり、
ふわふわ遊具で遊んだり…ふわふわ遊具で遊んだり…

※ミキハウス子育て総研が認定する赤ちゃん・子ども連れでも安心して宿泊できるホテル等
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北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
は
、長
野
、新
潟
、

富
山
、
石
川
、
福
井
の
５
県
で
構
成

さ
れ
、
互
い
の
交
流
を
温
め
る
た
め

２
年
に
１
度
、
各
地
方
連
盟
持
ち
回

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
で
交
流
登
山
in
富
山
を
開
催　

第
５４
回
六
甲
全
山
縦
走
大
会
　
参
加
受
付
ス
タ
ー
ト
！　

イ
ン
は
ま
た
た
く
ま
に
量
が
減
っ
て

い
く
。
各
地
方
連
盟
の
紹
介
イ
ベ
ン

ト
や
現
況
報
告
、
地
酒
の
紹
介
、「
山

の
歌
」、「
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
」
な

ど
で
楽
し
み
、
２１
時
前
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
ー
の
火
が
消
え
る
こ
ろ
に

　

港
町
・
神
戸
の
背
後
に
延
々
と
つ
な

が
る
六
甲
山
地
の
山
並
み
。
全
山
４７
㎞

の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
を
、
定
め
ら
れ
た
時

間
内
に
歩
き
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
緊
張
感
と
達
成
感
が
大
会
の
醍だ

い

醐ご

味み

だ
。
２
０
１
９
年
大
会
は
参
加
申
し
込

み
１
５
４
２
名
（
う
ち
全
縦
コ
ー
ス
８

７
０
名
。
出
走
者
は
計
１
０
９
２
名
）。

お
開
き
と
な
っ
た
。

　

翌
日
の
好
天
を
祈
り
な
が
ら
就
寝

し
た
も
の
の
翌
朝
、
外
は
雨
。
無
理

を
し
て
ま
で
登
山
を
す
る
こ
と
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
登
山
は
中
止
し

て
解
散
と
な
っ
た
。

雨
天
予
報
で
昼
過
ぎ
か
ら
冷
た
い
雨
に

降
ら
れ
、
完
歩
率
５６
％
と
な
っ
た
が
、

６
歳
か
ら
８４
歳
ま
で
が
歩
き
き
っ
た
。

山
村
勇
／
富
山
県
勤
労
者
山
岳
連
盟 

理
事
長

六
甲
全
山
縦
走
大
会
実
行
委
員
会

り
で「
交
流
登
山
」を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
交
流
活
動
を
行
っ
て
い

る
ブ
ロ
ッ
ク
は
北
信
越
だ
け
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

第
８
回
目
は
２
０
１
９
年
１０
月
５

～
６
日
、
富
山
県
連
の
主
管
で
立
山

山
麓
家
族
旅
行
村
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

を
貸
し
切
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
は
、
長
野
１５
名
・
新
潟
１８
名
・
石

川
７
名
・
富
山
３２
名
だ
っ
た
。

　

薄
暗
く
な
り
始
め
た
１７
時
半
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
を
囲
ん
で
交
流
会

開
始
。
富
山
県
が
お
昼
過
ぎ
か
ら
用

意
し
た
豚
汁
を
つ
ま
み
に
、
各
県
か

ら
持
ち
寄
っ
た
お
い
し
い
地
酒
・
ワ

10 月の立山山麓で火を囲んで交流
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7
日　

組
織
部
会

9
～
10
日　

労
山
登
山
学
校
交
流
会
（
山
梨
県
・

三
ツ
峠
）　

臼
井
・
石
川
・
大
和
田
・

三
瓶
理
事
、
参
加

11
日　

自
然
保
護
委
員
会

同
日　

女
性
委
員
会

13
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

14
日　

遭
難
対
策
部
会

16
～
17
日　

全
国
自
然
保
護
担
当
者
会
議　

浦

添
理
事
長
、
竹
本
・
山
本
理
事
、
出
席

19
日　

三
役
会
議

20
日　

共
済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る
懇
話
会

（
東
京
・
保
団
連
事
務
所
）　

川
嶋
事
務

局
長
、
出
席

23
日　

第
21
回
拡
大
理
事
会

26
日　

全
国
山
の
日
協
議
会
理
事
会
（
東
京
・

弘
済
会
館
）　

川
嶋
事
務
局
長
、
出
席

同
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

27
日　

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

同
日　

山
岳
団
体
自
然
環
境
連
絡
会

28
日　

第
1
回
役
員
選
考
委
員
会

　

第
21
回
理
事
会
討
議
事
項

①
第
34
回
総
会
に
つ
い
て

　

議
案
書
の
概
要
を
確
認
、
確
定
し
て
い
る
創

立
60
周
年
記
念
行
事
以
外
の
予
定
を
早
め
に
決

め
て
い
く
。

②
役
員
選
考
委
員
会
に
つ
い
て

　

11
月
28
日
に
第
1
回
を
開
催
し
、
60
周
年
を

迎
え
る
体
制
を
整
え
る
。

③
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
定
期
協
議
を
再
開

し
、
今
年
度
の
賛
助
会
員
の
立
場
と
会
費
を
確

認
す
る
。

広島・三倉岳スーパークラック 5.10 ｂをオンサイトする
三瓶全国連盟理事

労山登山学校交流会の参加者（山梨県三ッ峠山）
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2019 11

神
奈
川
・
新
潟
・
長
野
・
広
島
・
香

川
・
福
岡
・
長
崎
が
各
１
。
男
女
比

は
、男
性
２３
、女
性
１４
。
年
齢
構
成
は
、

３０
代
１
、４０
代
６
、５０
代
７
、６０
代
９
、

７０
代
１３
、
８０
代
１
。 

（
臼
井
邦
徳
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

〇
自
然
保
護
委
員
会

　
担
当
者
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
山
と

　
地
球
規
模
の
環
境
保
全
を
考
え
る
」

　

全
国
自
然
保
護
担
当
者
会
議
が
１１

月
１６
日
～
１７
日
労
山
事
務
所
に
て
開

催
さ
れ
た
。
い
ま
、
温
暖
化
、
異
常

気
象
、
大
規
模
開
発
に
よ
る
山
岳
自

然
破
壊
な
ど
、
山
々
は
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
る
。
会
議
で
は
、
労
山
自
然
保

護
憲
章
に
立
ち
返
り
、
第
１
章
に

謳う
た

わ
れ
た
副
題
と
と
も
に
「T

hink 
globally, A

ct locally

」「
地
球
規
模

で
考
え
、
足
元
か
ら
行
動
せ
よ
」
に

沿
っ
て
議
論
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
服
部
隆
氏
（
南

ア
ル
プ
ス
と
リ
ニ
ア
を
考
え
る
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
共
同
代
表
）
が
塩

見
岳
を
貫
く
大
規
模
工
事
に
よ
る
山

の
生
態
系
へ
の
影
響
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
。
地
方
連
盟
報
告
で
は
、
気
象

環
境
が
如
実
に
現
れ
る
山
岳
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
登
山
者
な
ら
で

は
の
実
感
と
生
態
系
の
保
護
活
動
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

自
然
保
護
憲
章
は
３
年
か
け
て
先

人
が
つ
く
り
あ
げ
た
山
岳
自
然
環
境

保
護
の
バ
イ
ブ
ル
だ
。
大
切
な
の
は
、

こ
れ
を
熟
読
し
て
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
が
、

多
く
の
一
般
市
民
に
自
然
保
護
を
訴

え
る
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
。（

林
祥
介
／
全
国
自
然
保
護
委
員
）

〇
組
織
部

　
労
山
組
織
の
強
化
に
向
け
た
分
析
を
進
め
て
い
く

　

全
国
連
盟
組
織
部
で
は
、
２
月
定

期
総
会
議
論
や
今
後
の
組
織
活
動
改

善
に
向
け
「
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
」
と
い

う
経
営
分
析
手
法
を
用
い
て
、
客
観

的
な
視
点
で
労
山
組
織
の
現
状
の
課

題
分
析
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
手
法
は
、
組
織
の
内
部
環
境

や
外
部
環
境
の
要
素
を
、Strengths

（
強
み
）、W

eaknesses

（
弱
み
）、

O
pportunity

（
機
会
）、Threat

（
脅

威
）
の
４
つ
の
視
点
で
分
析
す
る
も

〇
遭
難
対
策
部

　
全
国
連
盟
主
催
「
登
山
学
校
交
流
会
」
で
事
故
が
発
生

　

１０
月
１１
日
か
ら
１１
月
１４
日
ま
で
に

届
い
た
事
故
一
報
は
３５
件
、
３７
人
。

１８
人
（
＝
以
下
、「
人
」
省
略
）
が
転

倒
（
無
雪
期
登
山
が
１７
、
沢
登
り
が

１
）。
９
が
転
・
滑
落
（
無
雪
期
登
山

が
３
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
５
、
海
外

が
１
）。
４
が
虫
・
蜂
（
無
雪
期
登
山

と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
各
２
）、
２
が
病

気
・
高
度
障
害
（
海
外
）、
行
動
中
が

３
（
無
雪
期
登
山
が
２
、
沢
登
り
が

１
）、
道
迷
い
が
１
（
無
雪
期
登
山
）。

症
状
は
、
左
踵
、
左
足
首
、
右
膝
、

左
股
、
左
足
腓
骨
、
左
足
の
骨
折
が

６
。
仙
骨
骨
折
が
１
。
鎖
骨
骨
折
が

２
。
鼻
の
骨
折
が
１
。
右
腕
、
手
首
、

手
指
骨
折
が
７
。
右
足
首
、
左
膝
、

右
下
腿
の
損
傷
が
各
１
。
腰
椎
炎
症
、

顔
面
損
傷
、
左
肩
脱
臼
、
右
肩
、
右

上
腕
、右
手
首
損
傷
が
７
。腕
、目
、耳
、

手
首
と
足
の
虫
刺
さ
れ
４
。
急
性
硬

膜
外
血
腫
が
２
、
急
性
感
音
性
難
聴
、

高
度
障
害
が
各
１
。
下
山
遅
れ
が
１
。

所
属
連
盟
は
、
東
京
が
１１
、
愛
知
が

４
、
兵
庫
が
３
、
道
央
、
岐
阜
、
京
都
、

大
阪
、
岡
山
が
各
２
、
栃
木
・
千
葉
・

全国自然保護担当者会議の二日目はこの
ようなプラカードを掲げ、JR 新宿駅西口
でリニア反対署名活動を行った
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し
い
こ
と
な
の
だ
。

　

１
９
７
６
年
、
結
婚
退
職
が
当
た

り
前
の
時
代
に
全
国
連
盟
女
性
委
員

会
が
発
足
で
き
た
の
は
、
山
へ
行
き

た
い
と
い
う
思
い
と
悩
み
を
乗
り
越

え
た
い
と
い
う
声
を
全
国
連
盟
の
集

会
で
発
信
し
た
女
性
た
ち
と
、
そ
れ

ら
を
後
押
し
し
た
男
性
た
ち
と
の
連

携
プ
レ
ー
の
賜
物
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
今
も
、
家
事
や
仕
事
、

子
育
て
、
介
護
な
ど
が
女
性
の
肩
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
５０
年
前
と
根

本
的
に
変
わ
ら
な
い
。
特
に
子
育
て

の
世
代
、
働
き
盛
り
は
家
を
留
守
に

す
る
こ
と
が
難
し
い
。
こ
う
し
た
女

性
の
姿
が
労
山
の
組
織
、
集
会
参
加

者
の
高
齢
化
と
い
う
現
状
に
見
え
隠

れ
し
て
い
る
が
、
親
子
ハ
イ
ク
、
平

日
山
行
と
工
夫
し
て
登
山
を
続
け
、

２
０
２
０
年
も
い
っ
そ
う
多
様
な
登

山
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

（
藤
元
理
津
子
／
全
国
女
性
委
員
）

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
第
二
種
団
体
の
申
請
の
上
限

　

関
東
で
の
労
山
基
金
説
明
会
は
、

７
月
に
東
京
都
連
盟
を
対
象
に
行
っ

た
が
、
１０
月
１９
日
に
も
主
に
関
東
南

部
の
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
の
地
方

連
盟
を
対
象
に
説
明
会
を
開
き
、
２７

会
か
ら
２９
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

参
加
者
は
事
務
手
続
き
と
細
則
の

理
解
に
つ
い
て
の
関
心
、
ま
た
コ
コ

ヘ
リ
と
労
山
基
金
と
の
関
連
性
と
そ
の

特
典
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
か
っ
た
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
労
山
基
金
の

規
定
で
明
記
す
る
交
付
人
数
の
上
限

の
解
釈
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。

　

規
定
第
３０
条
５
項
に
「
交
付
は
個

人
、
団
体
に
か
か
わ
ら
ず
登
録
期
間

中
２
件
ま
で
」
と
あ
る
が
、
第
２
種

団
体
交
付
申
請
で
、
１
つ
の
事
故
に

複
数
の
対
象
者
の
場
合
、
何
を
１
件

と
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
か
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

　

こ
の
場
合
、
事
故
の
回
数
で
は
な

く
、
申
請
者
の
件
数
を
１
件
と
カ
ウ

ン
ト
す
る
。
一
度
の
事
故
に
複
数
の

交
付
申
請
対
象
者
が
い
る
場
合
や
、

登
録
期
間
中
に
２
名
を
超
え
る
交
付

申
請
の
対
象
者
が
い
る
場
合
、
こ
の

中
か
ら
任
意
に
２
件
（
２
名
）
ま
で

申
請
で
き
る
こ
と
と
し
て
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。

（
陶
山
正
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

の
だ
。
労
山
は
、
１
．
権
利
と
し
て

の
登
山
、
２
．
登
山
の
多
様
な
発
展
、

３
．
海
外
登
山
の
普
及
、
４
．
遭
難

事
故
の
防
止
、
５
．
自
然
を
守
る
、

の
５
つ
の
理
念
の
実
現
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
る
が
、
会
員
の
高
齢
化

と
活
動
の
多
様
化
、
事
故
の
増
加
と

山
岳
保
険
の
台
頭
な
ど
登
山
を
取
り

巻
く
環
境
変
化
に
対
応
し
、
労
山
活

動
の
見
直
し
や
新
た
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
ク
ロ
ス
分
析
を
も

と
に
、
今
後
の
組
織
強
化
発
展
の
道

筋
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
、
分
析
を

進
め
て
い
る
。

（
久
保
静
児
／
全
国
組
織
部
員
）

〇
女
性
委
員
会

　
女
性
た
ち
は
登
山
を
あ
き
ら
め
な
い

　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
集
ま
り
の
席
で
、

「
労
山
に
女
性
委
員
会
が
あ
る
の
は
羨

ま
し
い
。
女
性
た
ち
に
よ
る
女
性
た

ち
の
た
め
の
組
織
的
な
活
動
を
続
け

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
と
て
も
刺

激
を
受
け
て
い
る
」
と
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
女

性
委
員
会
が
機
能
し
て
い
る
の
は
珍
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◎お問い合わせは 全国連盟事務局まで編集部からのお願い／会報には会名のほか所属連盟、連絡先を記載するようお願いします。

全
国
一
巡
版

『
い
ご
っ
そ
う
』

高
知
勤
労
者
山
岳
会

　

手
作
り
感
の
あ
る
会
報
。
内
容
は
、

巻
頭
言
、
運
営
委
員
会
報
告
、
例
会

学
習
会
案
内
、
財
政
な
ど
。
山
行
報

告
（
例
会
）
：
剣
山
、 
８
月
夏
山
合
宿

８
名
で
唐
松
岳
～
五
竜
岳
～
鹿
島
槍

ガ
岳
～
爺
ガ
岳
、
登
っ
た
り
下
っ
た

り
ち
ゃ
ん
と
オ
チ
ま
で
つ
い
て
い
る

楽
し
い
リ
レ
ー
記
録
。
行
き
た
く
な

り
ま
す
。
個
人
山
行
：
８
月
高
妻
山
、

鳳
凰
三
山
。
高
知
か
ら
だ
と
立
派
な

遠
征
。
お
花
や
白
い
砂
、
オ
ベ
リ
ス

ク
は
き
れ
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
！

　

９
月
工
石
山
～
三
辻
山
。

『
あ
る
ぷ
』

あ
る
ぷ
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
／
高
知

　

山
行
案
内
１０
～
１２
月
：
三
嶺
、
石

鎚
山
、
梶
ヶ
森
、
五
在
所
山
、
三
本
杭
、

猿
越
山
・
雑
誌
山
、
香
川
絶
景
巡
り
、

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
、
望
年
山
行
、
天

狗
塚
な
ど
。
山
行
報
告
：
８
月
欅
平

百
一
草
園
、
あ
い
に
く
の
天
気
の
な

か
花
を
楽
し
ん
だ
様
子
。
９
月
土
佐

矢
筈
山
・
小
檜
曽
山
、
初
秋
の
展
望

の
良
い
山
頂
が
登
り
の
苦
労
を
癒
や

す
。
７
月
モ
ン
ブ
ラ
ン
遠
征
記
。
モ

ン
ブ
ラ
ン
山
群
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
氷

河
、
お
花
、
是
非
カ
ラ
ー
大
判
写
真

を
拝
見
し
た
い
。
月
例
会
報
告
、
県

連
通
信
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
。

№ 329（2019 年 10 月 8 日号）
30P・B5 判 

№ 507（2019 年 9 月号）
32P・A4 判 

大
切
だ
。
愛
媛
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

ニ
ュ
ー
ス
、
行
事
案
内
。

『
山
の
子
』

山
の
子
／
愛
媛

　

カ
ラ
ー
。
書
式
が
き
れ
い
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
巻
頭
言
は
、
猛
暑
に

や
ら
れ
な
が
ら
も
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
！

山
行
記
録
：
７
～
８
月
蒼
社
川
中
流

域
、
美
し
い
花か

崗こ
う

岩が
ん

の
渓
谷
。
三
の

峰
か
ら
白
山
周
辺
、
夏
の
花
々
と
草

原
、
雨
で
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
が
楽

し
そ
う
。
十
ガ
岳
谷
、
大
保
子
谷
は

『
や
ま
ご
や
』

松
山
勤
労
者
山
岳
会
／
愛
媛

　

巻
頭
言
「
怪
我
と
弁
当
は
自
分
持

ち
」
に
、
大
学
山
岳
部
時
代
の
富
士

山
で
、
ピ
ッ
ケ
ル
ス
ト
ッ
プ
で
は
止

め
る
の
で
は
な
く
止
ま
ら
な
い
こ
と
、

決
し
て
「
滑
落
し
な
い
こ
と
」
を
学

ん
だ
と
い
う
内
容
が
。
７
月
戻
ガ
嶽

で
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
基
礎
、
剣
岳

早
月
尾
根
。
９
月
大
屋
富
の
岩
場
で

の
香
川
合
同
救
助
隊
訓
練
。
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
中
に
リ
ー
ド
が
滑
落
し
た

ら
？　

セ
カ
ン
ド
が
上
が
っ
て
こ
な

か
っ
た
ら
？　

基
礎
講
座
、
訓
練
は

№ 298（2019 年 10 月号）
11P・A4 判

№ 152（2019 年 9 月号）
23P・A4 判 
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登山歴満６０年、労山歴５４年目 １月号から連載「No Limit 限りなき山行」をスタート海外登山の第一人者

宿
だ
っ
た
様
子
。
短
文
だ
が
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
伝
わ
る
。
自
然

保
護
会
議
報
告
、
教
育
安
全
対
策
部

議
事
録
、
ミ
ニ
講
座
、
事
故
防
止
月

間
の
お
知
ら
せ
な
ど
。

『
緑
憩
』

あ
だ
る
と
山
の
会
／
福
岡

　

定
例
山
行
計
画
は
１０
月
か
ら
翌
年

の
９
月
ま
で
目
白
押
し
。
目
当
て
の

山
行
を
探
す
の
も
大
変
。
裏
表
紙
の

一
覧
表
で
グ
レ
ー
ド
と
リ
ー
ダ
ー
＆

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
で
見
当
を
つ
け
る
の

だ
ろ
う
。
山
行
報
告
：
８
月
白
馬
三

山
縦
走
、
登
山
学
校
（
初
級
）、
平
治

岳
（
久
住
）、
と
少
な
い
。
山
行
が
多

す
ぎ
て
載
せ
ら
れ
な
い
？　

こ
れ
だ

け
の
計
画
を
立
て
募
集
し
実
行
す
る

の
は
相
当
な
組
織
力
で
あ
る
。
４０
周

手
書
き
の
遡
行
図
つ
き
。
床
鍋
谷
～

東
赤
石
、
高
爆
渓
谷
下
部
関
門
ゴ
ル

ジ
ュ
、
本
谷
川
ゴ
ル
ジ
ュ
、
大
武
川

水
系
篠
沢
、
素
晴
ら
し
い
沢
が
て
ん

こ
盛
り
。
新
人
紹
介
で
は
、
四
国
の

山
の
大
き
さ
に
驚
い
た
と
あ
る
。
遊

び
つ
く
せ
よ
、
乙
女
！

『
あ
し
あ
と
』

大
牟
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
／
福
岡

　

巻
頭
言
、予
定
表
、事
務
局
だ
よ
り
、

計
画
の
各
山
を
リ
ー
ダ
ー
が
紹
介
。

山
行
計
画
：
御
前
岳
、
釈
迦
岳
、
久

住
山
、
清
掃
登
山
、
根
子
岳
。
山
行

報
告
：
弥
陀
ヶ
原
・
大
日
岳
、
立
山

～
大
日
岳
、
井
原
山
、
赤
石
岳
・
荒

川
三
山
。
概
要
の
あ
と
に
、
参
加
者

の
感
想
文
。
立
山
へ
は
コ
ー
ス
の
違

う
２
パ
ー
テ
ィ
ー
で
。
楽
し
い
夏
合

№ 282（2019 年 9 月号）
20P・A4 判

№ 433（2019 年 9 月号）
32P・B5 判

『
み
ど
り
の
山
』

み
ど
る
山
の
会
／
福
岡

　

表
紙
「
高
良
山
正
面
登
山
口
の
途

中
に
あ
る
四
阿
屋
」
の
絵
。
９
～
１０

月
の
山
行
予
定
表
、
山
行
案
内
と
つ

づ
き
、
運
営
委
員
会
報
告
、
サ
ー
ク

ル
か
ら
の
お
知
ら
せ
。
篠
笛
と
オ
カ

リ
ナ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
踊

り
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
様
子
。
山
で

オ
カ
リ
ナ
吹
く
の
も
良
い
か
も
し
れ

な
い
。
山
行
感
想
：
７
月
蝶
ガ
岳
、

八
方
ガ
岳
の
沢
。
山
行
報
告
：
７
月

宝
満
山
、体
力
年
齢
測
定
会
、高
良
山
、

事
故
ゼ
ロ
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
天
主
山
・

鴨
猪
川
、
井
原
山
、
平
和
行
進
、
天

拝
山
、
蝶
ガ
岳
、
八
方
ガ
岳
沢
登
り
、

み
ん
な
の
掲
示
板
な
ど
。

（
本
誌
・
水
野
奈
保
美
）

年
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
募
集
、

運
営
委
員
会
、
県
連
ニ
ュ
ー
ス
、
登

山
ビ
ギ
ナ
ー
講
座
な
ど
。　

『
ち
っ
ご
の
風
』

Ｒ
Ｋ
Ａ
Ｃ
／
福
岡

　

表
紙
は
カ
ラ
ー
で
、
山
に
か
か
る

月
の
絵
が
か
わ
い
い
。
巻
頭
言
、
年

を
と
っ
て
も
楽
し
く
生
き
る
た
め
の

ち
ょ
っ
と
一
言
も
素
敵
。
９
～
１１
月

の
山
行
案
内
、
翌
年
２
月
ま
で
の
イ

ベ
ン
ト
山
行
案
内
な
ど
。
山
行
報
告
：

７
月
龍
王
岳
、文
字
岳
。
８
月
高
良
山
、

文
字
岳
・
星
原
山
。
山
行
報
告
は
共

通
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
入
力
。
こ
の
タ

イ
プ
だ
と
記
録
が
集
ま
り
や
す
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
も
う
少
し
読
み
た

い
な
。
平
和
行
進
、
日
程
表
、
運
営

委
員
会
連
絡
な
ど
。

№ 85（2019 年 9 月 号 ）
30P・B5 判  

№ 507（2019 年 10 月号）
48P・A4 判
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【お知らせ】読者アンケートを実施中！　全国連盟ホームページ又は下記
URL から回答できます（無記名方式・所要 2 ～ 3 分）。誌面づくりに活
かしていきたいと思いますので、ご協力お願いします。
https://forms.gle/YTo6scz4pDuRxroPA

2020 年・労山は創立 60 周年迎える。昨年は、災害の目立った年でもあった。
暮れに入って多くの訃報が届いた。50 数年前、一緒に山岳会を立ち上げた山友
が逝った。また、労山の顧問でもあった山岳写真家白籏史朗氏の訃報も。私事で
仕事上でも大変お世話になった方でした。心からお悔やみ申し上げます。（橋口）

友人にポチ袋の紙を断裁してもらったら、9 割が寸足らずになってしまい落ち込
んだ。先日、職場のバイト君が頑張っている劇団の公演を見に行った。なんかす
ごく元気もらった。気を取り直して残りの紙を断裁。ポチ袋作りを再開する。（本多）

貧困 [ 老人 ] 世帯をやりくりして小川 or 瑞牆お泊り 1 回（+ 日帰 1 回）残りは近場 /
月というサイクルがやっとできつつアリ。平日ジム・週末お泊り、長い休みはヨセミテ
や国内遠征できてた頃が懐かしい（遠い目 w 冬は瑞浪行きたいな～行けるかな～：水野）

去る 11 月 16 日、都連盟遭対研究集会が実施され、岩・沢・縦走での死亡事故につ
いて当該会の発表があった。特に沢については現地調査も含めた詳細報告で、多くの
課題を提供する興味深いもの。登山時報にも反映させ、死亡事故を無くしたい。（田上）

「ホケミ」「ボジョパ」は最近聞いた略語。前者は TV の料理番組で「ホットケーキ・
ミックス」、後者はラジオの話題で「ボジョレー・ヌヴォーのパーティ」だって。

「スマホ」「ポテチ」など長いカタカナを3音に短縮するワザを是としよう。（鈴木）

香港の区議会議員選挙、民主派が全議席の 8 割超を獲得して圧勝。6 月に始まった大規模デ
モへの支持の高さと、締め付ける中国政府への反感が浮き彫りになった。昨今の先進国にみ
られない投票率 70％を超えたことにも驚いた。「一国二制度」の行方に注目したい。（今野）
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※別途送料　1 ～３部 110 円、4 ～ 6 部 150 円、7 ～ 9 部 230 円、
　　　　　　10 ～ 14 部 370 円、15 部以上実費

申
し
込
み
方
法

ひらくと

Ａ3 サイズに

A4 サイズ
好評販売中

追加注文も歓迎！

労山会員による写真で構成

訃報
　山岳写真家の白

しらはた

籏史
し

朗
ろう

さんが 2019
年 11 月 30 日、86 歳 で 亡 く な っ た。
山梨県大月市出身で、山岳写真を主体
に国内外の自然風物・風景を撮影して
多くの作品を残した。ＮＰＯ法人日本
高山植物保護協会会長。労山顧問。
　ご冥福をお祈りします。
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ネ
パ
ー
ル
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
る
と
、
随
所
に
温
泉
が
湧

い
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。

火
山
の
存
在
し
な
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

真
っ
た
だ
中
に
点
在
す
る
こ
う
し
た

温
泉
同
士
を
線
で
結
べ
ば
、
地
図
上

に
眠
る
活
断
層
線
と
一
致
す
る
こ
と

が
わ
か
る
。
人
の
盲
点
を
突
い
た
よ

う
な
活
断
層
温
泉
に
つ
か
り
、
心
身

再
生
の
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
が
こ

の
旅
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
人

気
の
高
い
ラ
ン
タ
ン
国
立
公
園
の
玄

関
口
に
あ
た
る
シ
ャ
ブ
ル
ベ
ン
シ

は
、
１
日
２
便
の
定
期
バ
ス
で
カ
ト

マ
ン
ズ
と
結
ば
れ
て
い
る
。「
ラ
ン
タ

ン
」
と
は
、
こ
の
周
り
を
住
処
と
す

る
タ
マ
ン
族
の
言
葉
で
「
牡お

牛う
し

の
群

れ
て
い
る
所
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

１
９
７
０
年
に
チ
ー
ズ
の
量
産
に
成

功
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
の
特

産
品
は
チ
ー
ズ
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

タ
マ
ン
族
の
郷
土
料
理
の
ひ
と
つ
で

あ
る
チ
ー
ズ
ポ
テ
ト
を
湯
上
が
り
の

る
の
は
困
難
な
た
め
、
ロ
ッ
ジ
で
補

助
ロ
ー
プ
を
借
り
て
向
こ
う
岸
へ
と

渡
る
（
乾
季
で
あ
れ
ば
渡
り
切
る
こ

と
が
で
き
る
）。
そ
こ
か
ら
踏
み
跡
を

辿
り
な
が
ら
、
少
し
下
っ
た
右
手
の

茂
み
の
中
に
湯
殿
を
見
つ
け
る
こ
と

お
や
つ
に
し
て
、
ラ
ン
タ
ン
コ
ー
ラ

温
泉
へ
と
向
か
っ
て
み
る
と
し
よ
う
。

　

シ
ャ
ブ
ル
ベ
ン
シ
か
ら
ゴ
ラ
タ
ベ

ラ
に
向
け
て
、ラ
ン
タ
ン
コ
ー
ラ（
川
）

を
遡
る
こ
と
４
時
間
で
ホ
ッ
ト
ス
プ

リ
ン
グ
ロ
ッ
ジ
に
着
く
。
徒
歩
で
渡

が
で
き
る
。
周
り
は
篠し

の
だ
け竹

に
お
お
わ

れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
着
替
え
て
入

湯
す
る
。

　

湯
殿
は
渓
流
の
石
を
積
み
上
げ
た

だ
け
の
野
趣
味
溢
れ
る
浴
槽
だ
。
乳

液
を
こ
ぼ
し
入
れ
た
よ
う
な
白
濁
し

た
甘
い
湯
の
香
に
心
が
躍
る
。
苦
労

の
後
の
ご
褒
美
の
よ
う
に
肌
に
纏ま

と

い

つ
く
。
こ
れ
が
初
め
て
の
活
断
層
温

泉
の
感
触
か
と
思
う
と
、
地
球
の
叡え

い

智ち

の
深
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
の
で

あ
っ
た
。

石原裕一郎  杉並山の会／東京

※「ネパール温泉紀行」は隔月で連載予定です。

新シリーズ

シャブルベンシシャブルベンシ

ランタンコーラ温泉ランタンコーラ温泉至
カ
ト
マ
ン
ズ

至
カ
ト
マ
ン
ズ

シャブルベンシシャブルベンシ

ゴラタベラゴラタベラ

ランタンランタン

ランタン国立公園ランタン国立公園

ランタンコーラ（川）ランタンコーラ（川）

カトマンズカトマンズ

★★←
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127

「
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
」
を
使
っ
た  

実
践
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン 

①

　

地
図
に
あ
る
赤
線
が
今
回
選
ん
だ
コ
ー

ス
。
京
都
市
の
北
東
部
に
広
が
る
低
山
を

１２
㎞
ほ
ど
歩
く
。
山
と
高
原
地
図
の
コ
ー

ス
タ
イ
ム
で
８
時
間
ほ
ど
な
の
で
、
１
日

楽
し
む
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
距
離
で
は
な

い
か
。
こ
の
コ
ー
ス
を
「
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ

カ
」
を
使
っ
て
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
す
る
コ

ツ
を
３
回
に
分
け
て
お
届
け
す
る
。

　

こ
こ
で
は
コ
ー
ス
全
体
を
載
せ
る
た

め
、
地
図
を
７５
％
弱
に
縮
小
し
て
い
る

が
、１
：
２
５
０
０
０
な
ら
Ｂ
４
に
な
る
。

コ
ー
ス
の
全
体
像
を
ス
ト
レ
ス
な
く
把
握

す
る
た
め
に
も
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
地
図
が

１
枚
あ
る
と
便
利
だ
。
一
方
、
ス
マ
ホ
で

表
示
で
き
る
範
囲
に
は
限
界
が
あ
る
。
Ｂ

は
、
画
面
が
大
き
め
の
ス
マ
ホ
で
、
ほ
ぼ

１
：
２
５
０
０
０
に
な
る
よ
う
に
表
示
さ

せ
た
も
の
（
原
寸
）。
こ
れ
は
地
図
の
Ａ

の
範
囲
に
あ
た
る
。
全
体
像
を
把
握
し
よ

う
と
思
う
と
、
Ａ
の
範
囲
を
表
示
さ
せ
た

後
、
図
の
黒
破
線
（
ど
れ
も
Ａ
と
同
じ

大
き
さ
）
の
よ
う
に
画
面
を
何
度
か
ス
ク

ロ
ー
ル
し
て
全
体
を
順
に
表
示
さ
せ
る
。

是
非
、
お
手
元
の
ス
マ
ホ
で
画
面
を
ス
ク

ロ
ー
ル
し
な
が
ら
コ
ー
ス
を
確
認
し
て
み

て
ほ
し
い
。

　

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
で
こ
の
地
図
の
場
所

を
探
す
に
は
、
地
名
の
検
索
を
す
る
と
よ

い
。
図
Ｃ
の
よ
う
に
、
画
面
上
部
の
現
在

地
情
報
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
を
左
に
ス
ワ

イ
プ
し
て
、検
索
窓
に
「
寂
光
院
」
や
「
焼

杉
山
」
と
入
力
し
て
検
索
す
る
。

　

今
回
は
、
登
山
口
か
ら
焼
杉
山
ま
で
の

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
等
高
線
を
全
く
読
め
な
い
人

　

道
の
分
岐
以
外
で
も
、
で
き
る
だ
け

頻
繁
に
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
を
確
認
し
て
、

ル
ー
ト
か
ら
そ
れ
て
い
な
い
か
確
認
す

る
。
頻
度
の
基
準
は
、「
も
し
間
違
っ
た

方
向
に
向
か
っ
て
い
た
と
し
て
も
戻
る
気

に
な
れ
る
ぐ
ら
い
」
だ
。
例
え
ば
、
下
り

で
間
違
っ
た
方
向
に
３０
分
間
進
ん
だ
場

合
、
登
り
返
し
に
１
時
間
か
か
る
か
も
し

れ
な
い
。
登
り
は
多
少
間
隔
が
開
い
て
も

良
い
だ
ろ
う
が
、
知
ら
な
い
道
、
道
標
の

整
備
さ
れ
て
い
な
い
下
り
で
は
５
分
お
き

に
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
を
確
認
す
る
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。
ま
た
、
午
前
中
は
日
没
ま

で
時
間
が
あ
る
の
で
、
道
を
間
違
え
て
も

心
の
余
裕
を
保
て
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

午
後
は
日
没
ま
で
の
時
間
が
短
い
た
め
、

道
を
間
違
え
る
と
焦
り
に
つ
な
が
り
や
す

い
。行
き
は
来
た
道
を
戻
れ
ば
帰
れ
る
が
、

下
り
で
道
を
間
違
え
る
と
来
た
道
を
戻
っ

て
も
す
ぐ
に
は
帰
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、

午
前
よ
り
も
午
後
、
行
き
よ
り
も
帰
り
は

頻
繁
に
現
在
地
を
確
認
す
る
よ
う
心
が
け

た
い
。
疲
れ
て
い
る
と
現
在
地
の
確
認
は

煩
わ
し
く
な
る
が
、疲
れ
て
い
る
と
き（
＝

道
を
間
違
い
や
す
い
状
況
の
と
き
）こ
そ
、

頻
繁
に
確
認
す
る
価
値
は
あ
る
。

　

と
、
こ
こ
ま
で
読
ん
で
、
あ
ま
り
現
実

的
で
は
な
い
と
感
じ
た
方
も
多
い
と
思

う
。
し
か
し
、等
高
線
が
読
め
な
け
れ
ば
、

あ
ま
り
整
備
さ
れ
て
い
な
い
山
で
は
こ
れ

ぐ
ら
い
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
少

し
等
高
線
を
読
め
る
よ
う
に
な
る
だ
け

で
、
現
在
地
確
認
の
頻
度
を
各
段
に
下
げ

ら
れ
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
の
消
費
を
抑
え
、

ス
ト
レ
ス
も
減
る
。
こ
れ
を
機
会
に
等
高

線
を
読
む
練
習
を
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
。

　
等
高
線
を
読
め
る
人

　

等
高
線
か
ら
地
形
を
大
ま
か
に
と
ら
え

る
と
、
焼
杉
山
ま
で
は
尾
根
を
北
か
ら
西

に
向
き
を
変
え
な
が
ら
の
ぼ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
尾
根
は
ピ
ー
ク
に
む
か
っ
て
合
流

を
繰
り
返
す
の
で
、
神
経
質
に
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
。

　

途
中
、
２
回
は
っ
き
り
と
し
た
ピ
ー
ク

を
通
過
す
る
（
＝
ピ
ー
ク
通
過
後
に
は
下

り
が
あ
る
）
こ
と
、
等
高
線
で
は
描
き
表

さ
れ
て
い
な
い
低
い
ピ
ー
ク
が
い
く
つ
か

あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
尾
根
の
向
き

が
ほ
ぼ
西
を
向
い
て
か
ら
、
ピ
ー
ク
の
左

斜
面
を
次
の
鞍
部
ま
で
巻
い
て
行
く
区
間

が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
読
み
取
れ
て
い

れ
ば
、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
を
確
認
せ
ず
に

焼
杉
山
ま
で
行
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
現

在
地
を
確
認
し
た
い
場
面
と
し
て
は
、
下

記
の
よ
う
な
状
況
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
予
期
し
な
い
場
所
で
道
が
尾
根
を
外
れ

た
と
き
。

・
予
期
し
な
い
方
向
に
道
が
の
び
て
い
る

と
き
。

・
道
が
不
明
瞭
に
な
っ
た
り
、
分
岐
し
た

り
し
た
と
き
。

・
下
り
に
差
し
掛
か
か
り
、
そ
の
先
で
登

り
返
す
尾
根
が
見
え
な
い
と
き
。

・
巻
き
道
が
な
か
な
か
尾
根
に
戻
ら
な
い

と
き
。

　

こ
ん
な
と
き
に
は
現
在
地
を
確
認
し
、

等
高
線
と
周
り
の
地
形
を
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
安
心
し
て
進
も
う
。

使いこ
なす

地図ア
プリ

※ 2019 年 8 月号 34 ページにあるルート設定の方法も参考にしてほしい。 34





Ka
ts

uj
i H

iro
m

ot
o

（ひろもとかつじ）1953年 3月和歌山県生まれ。
1971年に甲

かぶとやま

山勤労者山岳会（兵庫県西宮市）へ入会し、
登山を始める。主に六甲山や北アルプスで山行を続ける。
1980年代には労山全国連盟理事、兵庫県連盟常任理事を
歴任。現在、甲山労山副会長。
生活協同組合の定年退職を機に、エベレスト街道のトレッ
キングへ。以来、そのポーターだったネパール青年への教
育支援を続けながら、2015年にはネパール山村の生活向
上を目指して「ネパールパタンジェ村サポート活動　夢広
の会」を妻と共に結成。夫婦と仲間たちで活動している。

廣本勝治さん

　
２０
代
は
山
ざ
ん
ま
い

　
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
も

　

生
ま
れ
は
和
歌
山
県
の
梅
農
家
。

体
育
の
教
師
に
な
る
夢
を
持
っ
て
い

た
が
、
高
校
卒
業
後
に
は
そ
の
夢
を

諦
め
、「
兄
弟
が
住
ん
で
い
な
い
県
へ
」

と
い
う
理
由
で
、
兵
庫
県
の
生
活
協

同
組
合
（
生
協
）
に
就
職
し
た
。
当

時
は
特
に
登
山
が
好
き
と
い
う
わ
け

で
は
な
か
っ
た
が
、
職
場
の
先
輩
に

六
甲
山
に
連
れ
て
行
か
れ
、
そ
の
後
、

甲
山
労
山
に
入
会
し
て
登
山
を
続
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

２０
代
の
と
き
は
毎
晩
の
よ
う
に
甲

山
労
山
の
事
務
所
に
入
り
浸
り
、
気

が
付
く
と
年
末
年
始
は
い
つ
も
槍
穂

の
縦
走
な
ど
雪
山
の
中
だ
っ
た
。
１

９
８
０
年
代
、
３０
代
に
な
る
と
、
兵

庫
県
連
盟
常
任
理
事
や
全
国
連
盟
理

事
（
※
）
に
就
任
す
る
。
当
時
を
思

い
返
し
て
、
県
連
の
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ガ
ン
ゴ

ト
リ
山
群
の
麓
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
し
た
こ

と
が
懐
か
し
い
と
語
っ
て
い
た
。

※
当
時
、
全
国
連
盟
は
常
任
理
事
会
制
度
で
、
現
在

の
評
議
会
が
全
国
理
事
会
に
あ
た
る
。

　
ネ
パ
ー
ル
山
村
の
支
援
活
動
へ

　

２
０
１
４
年
、
６０
歳
を
機
に
ネ
パ
ー

ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
へ
出
か
け
た
と
き

に
、
熱
心
に
村
の
将
来
を
考
え
る
多

く
の
青
年
た
ち
と
出
会
い
、
妻
の
提

案
で
ネ
パ
ー
ル
パ
タ
ン
ジ
ェ
村
の
サ

ポ
ー
ト
活
動
を
す
る
「
夢
広
の
会
」

を
立
ち
上
げ
る
。
そ
し
て
、
結
成
一

週
間
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
ネ
パ
ー
ル
大

地
震
が
起
き
た
。
私
た
ち
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
村
も
大
き
く
被
災
。
復

興
に
際
し
て
「
地
震
に
強
い
家
の
造

り
方
を
知
り
た
い
」
と
の
村
人
の
思

い
を
受
け
、
村
人
に
耐
震
技
術
を
学

ん
で
も
ら
い
な
が
ら
「
耐
震
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
」
１
棟
を
当
地
に
建
設
す
る

こ
と
に
決
め
た
。
多
く
の
困
難
が
あ
っ

た
が
、
２
年
余
で
完
成
。
現
在
は
村

の
集
会
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
そ

の
技
術
は
周
辺
の
村
々
に
も
広
が
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
村
で
は
、
か
ま
ど
か

ら
の
煙
の
た
め
か
、
喉
や
目
の
病
気

が
多
い
。
そ
こ
で
「
す
べ
て
の
家
に

煙
突
を
」
を
目
標
に
、
村
人
と
協
力

し
て
試
作
を
重
ね
、
資
金
を
提
供
し

て
く
れ
る
団
体
も
で
き
て
、
２
０
１

９
年
春
に
村
の
全
軒
に
煙
突
が
完
成

し
た
。

　
「
夢
広
の
会
」
は
２０
人
余
の
小
さ
な

会
で
、
専
門
知
識
も
人
脈
も
、
も
ち

ろ
ん
資
金
も
な
い
。
今
後
の
課
題
は
、

農
業
改
善
や
家
畜
飼
育
な
ど
を
工
夫

し
た
生
活
向
上
の
サ
ポ
ー
ト
、
女
性

自
立
の
手
助
け
な
ど
。
課
題
は
多
い

が
、
夢
が
広
が
っ
て
い
る
。

（
本
誌
・
田
上
千
俊
）

労
山
で
育
て
ら
れ
た
想お

も

い
を
胸
に

ネ
パ
ー
ル
・
パ
タ
ン
ジ
ェ
村
と
の
交
流
、
支
援
活
動
を
続
け
る

インタビュー
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岡村繁雄

山崎優
（豊中勤労者山岳会／大阪）

オーストリアアルプスに、グロスグ
ロックナー山（3798 ｍ）という最高
峰がある。これはＮＨＫ（ＢＳ）の番
組「世界の名峰」で紹介されるほどの
秀峰で、国立公園にもなっている。こ
の夏、久しぶりの海外登山で、この秀
峰にバリエーションルートから登頂を
目指すことになった。麓の村（カルス）
を早朝（5：00）に出発して、登山口
の駐車場から登り始めた。約 11 時間
ほどで、前日の雪の残る岩尾根を登り
きり、16：30 頃山頂に 2 人で立つこ
とができた。
2019 年 8 月 4 日 11：00 頃　グロスグロック
ナー山（3000 ｍ付近。雪煙がたなびく辺りが
山頂方向）。写っているのは、同行者の溝尾幸
一（64 歳　福岡県勤労者山岳連盟常任理事）。

大阪労山中級登山学校、御在所遠征時の写真です。アル
パインクライミングを始められたばかりの今期の生徒の
方の力強い登攀の様子と、御在所の荒々しい様子がよく
わかる一瞬でした。

2019 年 8 月 25 日

投
稿
写
真

募
集
中
！

写真データ 1 点（カラーに限る。データ縮小不可。紙焼き写真は、200％程度で高解像度（360dpi 以上）でスキャ
ンしてください）、山行概要（180 字以内）・応募者氏名・撮影者氏名・撮影年月日、撮影場所を明記して、メー
ル添付または CD 等にコピーしてお送りください。
宛先：登山時報 投稿写真 係　  tozanjiho@jwaf.jp 
 　　〒162-0814 東京都新宿区新小川町 5-24　日本勤労者山岳連盟

掲載された方には
図書カード進呈
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　 参考タイム　　交通　　温泉　　問い合わせ　　地形図時 交 問温 地

ゆったりとした宝篋山頂上から筑波山をのぞむ
（提供：鈴木かつ子）

宝篋印塔が建立された山頂（提供：深草茂美）

　

古
く
は
三
村
山
と
呼
ば
れ
、
山
頂

に
山
名
の
由
来
と
な
っ
た
宝
篋
印
塔

（
鎌
倉
時
代
中
期
頃
造
立
）
が
建
立
さ

れ
て
以
来
、
宝
篋
山
4
6
1
m
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヒ
メ
ハ
ル

ゼ
ミ
の
生
息
地
で
、
市
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
山
頂
か
ら

筑
波
山
や
関
東
平
野
、
霞
ヶ
浦
を
一
望

し
、
空
気
の
澄
ん
だ
日
に
は
東
京
の
高

層
ビ
ル
群
や
富
士
山
も
遠
望
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

春
に
は
ツ
バ
キ
・
コ
ブ
シ
・
フ
ジ
ヤ

マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
咲
き
、
特
に
山
桜
は

吉
野
の
山
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。

　

多
く
の
ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
ど
れ
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
り
整
備
さ

れ
、
歩
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
今
回

は
「
小
田
休
憩
所
」
か
ら
常
願
寺
コ
ー

ス
を
尖
浅
間
、
東
城
寺
を
経
由
し
て
小

町
山
3
6
1
m
に
登
り
、
宝
篋
山
へ
の

ル
ー
ト
を
紹
介
す
る
。「
小
田
休
憩
所
」

か
ら
尖と

が
り

浅せ
ん

間げ
ん

ま
で
は
沢
沿
い
の
緩
や
か

な
2
時
間
余
り
の
登
り
、
尖
浅
間
か
ら

少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
A
4
の
目
印
が

あ
り
、
そ
こ
を
向
か
い
側
の
杉
林
へ
入

る
。
東
城
寺
ま
で
は
下
り
で
、
標
識
は

な
い
が
踏
み
跡
は
し
っ
か
り
し
て
い

る
。
小
町
山
へ
は
東
城
寺
の
裏
手
か
ら

標
識
の
な
い
道
を
歩
く
。
勢
い
よ
く
放

水
し
て
い
る
「
タ
ヌ
キ
の
タ
ン
タ
ン
」

の
オ
ブ
ジ
ェ
が
現
れ
る
と
、
天
の
川
沢

コ
ー
ス
で
あ
る
。
頂
上
ま
で
は
急
登
で

あ
る
が
、「
小
町
の
舞
台
岩
」
な
ど
見
ど

こ
ろ
が
あ
る
。
頂
上
に
は
イ
ス
や
テ
ー

ブ
ル
が
あ
る
の
で
展
望
を
楽
し
み
な
が

ら
昼
食
を
と
ろ
う
。

　

宝
篋
山
へ
は
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ン
を
筑

波
山
方
面
に
歩
き
、
道
路
左
側
の
ゲ
ー

ト
脇
を
す
り
抜
け
る
。
頂
上
か
ら
は
北

に
は
筑
波
山
、
東
に
は
霞
ヶ
浦
が
望
め

る
。
下
山
は
1
時
間
半
あ
ま
り
の
山
口

コ
ー
ス
を
歩
く
。
近
く
に
は
平
沢
官
衙

遺
跡
も
あ
る
の
で
立
ち
寄
っ
て
み
る
と

よ
い
だ
ろ
う
。

宝
ほ う

篋
き ょ う

山
さ ん

茨　城

花・滝・岩など変化に富んだコース
小野小町伝説の
小町山から宝篋山
鈴木かつ子 東葛山の会／千葉   

深草茂美 岳人あびこ／千葉   

時

交

問
温

地

小田休憩所＞ 135 分（常願寺コース）＞宝篋山＞ 80
分（山口コース）＞平沢官衙入口
※本稿で紹介したように尖浅間から小町山を経由して
宝篋山へ登る場合、参考タイムに 200 分前後プラス
往路は TX つくば駅から小田シャトルバスで小田東部下
車、徒歩 7 分。復路は平沢官衙入口から小田シャトル
バスで TX つくば駅まで 50 分。
やさと温泉「ゆりの郷」029-942-4126
宝篋山小田休憩所　029-867-1368
小町の館　029-862-1002
常陸藤沢・筑波

小田休憩所

尖浅間
A4

採石地

ゲート

一の滝 東城寺

巨石群

小町山

宝篋山

北条池

361m

461m

パープルライン

タ
ヌ
キ
の
タ
ン
タ
ン

大
池
・
平
沢
官
衛
入
口
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子ノ権現
石井光造

　

一
月
の
山
歩
き
で
思
い
出
深
い
の
は
、

埼
玉
県
吾
野
の
奥
に
あ
る
子
ノ
権
現
で
あ

る
。
四
半
世
紀
前
に
出
版
し
た
『
十
二
支

の
山
』
の
一
番
目
に
歩
い
た
山
だ
っ
た
。

干
支
で
一
番
少
な
い
の
は
未
（
羊
）
の
山

だ
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
羊
蹄
山
が
あ

る
。
次
に
少
な
い
の
が
子
（
鼠
）
の
山
で
、

や
っ
と
思
い
当
た
っ
た
の
が
こ
の
山
で

あ
っ
た
。
九
二
年
に
出
版
だ
か
ら
、
前
年

の
正
月
に
登
っ
た
。

　

正
丸
峠
か
ら
伊
豆
ヶ
岳
を
越
え
て
（
右

写
真
）、
天
目
指
峠
を
経
て
、
子
の
山
（
奥

ノ
院
の
あ
る
愛
宕
山
）
か
ら
子
ノ
権
現
へ

と
下
っ
た
。

　

子
ノ
権
現
こ
と
、
天
台
宗
別
格
本
山
の

天
龍
寺
は
、
天
長
九
（
八
三
二
）
年
の
子

年
子
月
子
日
子
刻
に
生
ま
れ
た
子
ノ
聖
人

が
、
長
和
元
（
一
〇
一
二
）
年
に
こ
の
地

で
化
寂
、
恵
聖
上
人
が
子
の
聖
人
を
大
権

現
と
し
て
開
山
し
た
。
こ
の
と
き
聖
人
が

「
我
登
山
の
お
り
、
魔
火
の
た
め
腰
と
足
を

傷
め
悩
め
る
こ
と
あ
り
、
故
に
腰
よ
り
下

を
病
め
る
者
一
心
に
祈
ら
ば
そ
の
験
を
得

せ
し
め
ん
」
と
誓
い
を
立
て
た
。
足
腰
の

健
康
の
た
め
、
一
月
に
来
る
人
が
多
く
、

境
内
に
鉄
製
の
大お

お
わ
ら
じ

草
鞋
が
あ
る
（
左
写
真
）。

vol.84

線を多くしてみよう線を絵の中で「表現する人」と「しない人」がいますが、
線を多くすることにより絵が深まります。

線を面としてとらえて重ねて
いくことも、線を増す一つの
方法です。

上高地

① ② ③ ④
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山の基礎装備
ヘッドランプ

番外編

で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
時
期
に
申
し
わ
け
な
い
で

す
が
、
今
年
（
去
年
）
の
１０
月
、
北

ア
ル
プ
ス
涸
沢
山
行
で
の
事
で
し

た
。

　

今
回
は
楽た

の

し
く
楽ら

く

し
て
登
ろ
う
と

い
う
ツ
ア
ー
で
、
横
尾
山
荘
に
２
連

泊
と
い
う
ゆ
っ
た
り
し
た
行
程
の

上
、
昼
食
は
紅
葉
の
涸
沢
ヒ
ュ
ッ
テ

で
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
荷
物
も

超
軽
い
ん
で
す
。

　

そ
の
宿
泊
し
た
横
尾
山
荘
内
の
廊

下
で
私
は
見
て
し
ま
っ
た
ん
で
す

…
…
。

　

そ
れ
は
山
女
子
３
人
が
早
朝
の
暗

い
中
、
ラ
ン
タ
ン
の
明
か
り
で
ザ
ッ

ク
に
パ
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
ん
で

　

イ
ヤ
～
も
う
１
月
号
で
す
ね
。

　

１
年
は
早
い
！　

特
に
年
齢
と
共

に
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
た
だ
こ
の

号
が
出
る
の
は
１２
月
の
年
の
暮
れ
で

す
か
ね
。
つ
ま
り
大
掃
除
や
ら
年
賀

状
書
き
、
そ
し
て
、
山
登
り
と
忙
し

く
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
事

す
。
ナ
ン
ト
、
だ
れ
も
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
プ
を
使
っ
て
い
な
い
ん
で
す
ヨ
！

…
…
私
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
今
時
の
若
い
も
ん
は
ヘ
ッ
デ
ン

で
な
く
ラ
ン
タ
ン
を
使
う
の
か
、と
。

避
難
小
屋
と
か
テ
ン
ト
泊
な
ら
ラ
ン

タ
ン
も
あ
り
で
し
ょ
う
が
、
さ
す
が

に
営
業
小
屋
内
で
登
山
者
が
ラ
ン
タ

ン
を
使
っ
て
い
る
の
を
初
め
て
目
撃

し
た
の
で
す
。
私
的
に
は
車
に
は

ソ
ー
ラ
ー
ラ
ン
タ
ン
は
常
時
積
ん
で

お
り
、
マ
イ
カ
ー
登
山
の
テ
ン
ト
泊

な
ら
便
利
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。（
た

だ
し
日
の
当
た
る
所
に
置
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
あ
ま
り
日
が
な
い
所
に

置
い
て
い
た
ら
現
地
で
光
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
り
、
非
常
に
悲
し
か
っ

た
の
で
し
た
。）
山
で
は
、
特
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
な
っ
て
か
ら
は
ロ
ウ
ソ
ク
を

持
た
ず
に
ヘ
ッ
デ
ン
だ
け
で
い
い

じ
ゃ
ン
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
し
。

　

そ
し
て
こ
の
山
行
中
に
、
ソ
ー

ラ
ー
ラ
ン
タ
ン
を
ザ
ッ
ク
に
く
く
り

付
け
て
い
る
登
山
者
に
も
複
数
回
お

目
に
か
か
っ
た
の
で
す
。

　

た
ま
た
ま
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー
ツ
に

寄
っ
た
と
き
に
若
い
も
ん
に
話
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
ラ
ン
タ
ン
は
便
利

で
す
よ
～
、
い
つ
も
持
っ
て
ま
す
」

と
の
返
事
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
夜

道
を
歩
く
の
に
は
時
代
劇
み
た
く
、

ち
ょ
う
ち
ん
持
つ
よ
う
に
ラ
ン
タ
ン

下
げ
て
歩
く
登
山
者
が
出
現
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？
？
？

216

なかなか明るいでしょ。ヘッドランプを使わ
なくとも確かに明るいし、更に天井から吊る
すと全体が明るくなる。

収納時はペッちゃんこになる（右）、紙風船
ようなエアランタンで重さはたったの 52g

（スモール・中）と 86g（ミディアム・左）。
光は白と電球色の 2 色があり、明るさもそ
れぞれの切り替え可能、1 番明るくても 10
時間はもつすぐれ物だ。電池不要のため山だ
けでなく防災用としても最適だろう。
スモール ¥2.600　ミディアム ¥3.800

2010 年のハイチ地震支援のために企画、制
作されたのが始まりのソーラーランタン。当
初は空気枕にソーラパネルがくっついている
感じだったが、現在では洗練されたデザイン
の上、スマートフォン等を充電可能なモデル
もある。

“涸沢の紅葉見ずして、穂高を語ることなかれ”絶対
オススメです。今年は紅葉が遅めで最高の見頃はま
だ数日先の感じだったが、あの台風が 3 日後に来る
こととなる。

テント内での LED ソーラーランタン

ソーラーランタン
『キャリー・ザ・サン』

初期のソーラーランタン

2019 年 10 月 9 日の涸沢紅葉

元カモシカスポーツ本店店長
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登
山
時
報
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年
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郵
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2
0
1
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年
12
月
15
日
発
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（
毎
月
15
日
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行
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第
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巻
第
1
号
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3
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号
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日
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者
山
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連
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8
1
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座
名  

労
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機
関
誌
委
員
会
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送
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別
）
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載
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